
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
創
設
以
来
の
事
業

の
ひ
と
つ
で
す
。
海
外
の
日
本
研
究
者
と
市
民
と
の
交
流
を
促
進
す
る
た
め
に
、

原
則
月
一
回
、
年
間
十
回
程
度
、
京
都
市
内
の
公
共
ス
ペ
ー
ス
で
、
日
文
研
を

訪
問
中
の
世
界
さ
ま
ざ
ま
な
国
の
日
本
研
究
者
に
、
自
分
の
研
究
に
つ
い
て
自

由
に
語
っ
て
も
ら
い
、
参
加
者
と
の
知
的
交
流
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
に
よ
っ
て
、
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の

皆
様
の
関
心
と
理
解
が
さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長

猪
木

武
徳
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ア
イ
ヌ
語
と
日
本
語
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
と
思
う
。
近
年
、
上
村
幸
雄
氏
は
ア
イ
ヌ
語
と

日
本
語
が
同
源
要
素
を
持
つ
可
能
性
に
つ
い
て
多
数
論
文
を
お
書
き
に
な
り
（
上
村

2
0
0
2
,

2
0
0
3
a,

2
0
0
3
b
,

2
0
0
7
,

2
0
0
8
）
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
私
も
以
前
は
諸
言
語
の
関
係
を
同
源
説
の
観
点
か
ら
研

究
し
て
い
た
が
、
こ
こ
八
年
間
に
私
の
研
究
の
焦
点
は
日
本
列
島
諸
言
語
と
そ
の
周
辺
の
諸
言
語
の
接
点

に
移
り
変
わ
っ
た
の
で
、
今
回
は
主
に
ア
イ
ヌ
語
か
ら
日
本
語
へ
の
借
用
語
と
そ
れ
に
基
づ
い
た
上
代
日

本
列
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
の
分
布
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
頂
く
つ
も
り
で
あ
る
。

現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
伝
統
的
な
意
見
は
、
上
代
日
本
語
に
は
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
語
は
殆
ど
な

い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
佐
伯
梅
友
氏
は
、
上
代
中
央
日
本
語
に
見
ら
れ
る

k
an
ip
a
~
k
an
i
mb
a

「
桜
の
皮
」
の
み
を
ア
イ
ヌ
語
の

k
arin

p
a 「
山
桜
の
皮
」
の
借
用
語
と
し
て
挙
ら
れ
た
（
佐
伯

1
9
5
9
:
3
2
）
。

し
か
し
、
以
下
で
示
す
よ
う
に
、

k
an
ip
a
~
k
an
i
mb
a
「
桜
の
皮
」
の
み
が
唯
一
の
例
で
は
な
い
。

ア
イ
ヌ
語
が
上
代
日
本
列
島
に
お
い
て
少
な
く
と
も
東
北
地
方
の
全
地
域
で
話
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
は
も
う
定
説
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。
地
名
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
東
北
の
方
言
に
は

「
山
の
言
葉
」
と
し
て
残
っ
て
い
る
ア
イ
ヌ
語
の
言
葉
も
あ
る
（
金
田
一

2
0
0
4
:

2
4
0
-4
7
）
。
ま
た
、
関

東
の
古
い
地
名
を
見
る
と
、「
武
蔵
」（
元
来
万
葉
仮
名
音
声
表
記
「
牟
射
志
」
/m

u
nzasi/ ）

、「
阿
之
賀
利
」

/asi
ŋk
ari/ な

ど
は
日
本
語
の
地
名
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
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〈
地
名
：
関
東
〉

「
牟
射
志
」
/
m
u

nzasi /
「
武
蔵
」

た
と
え
ば
、
「
牟
射
志
」

/m
u

nzasi/
は
東
国
歌
に
出
る
。

萬
一
四
・
三
三
七
九
（
武
蔵
国
の
歌
）

和
我
世
故
乎

安
杼
可
母
伊
波
武

牟
射
志
野
乃

宇
家
良
我
波
奈
乃

登
吉
奈
伎
母
能
乎

わ
が
せ
こ
を

あ
ど
か
も
い
は
む

む
ざ
し
の
の

う
け
ら
が
は
な
の

と
き
な
き
も
の
を

我
が
背
子
を

あ
ど
か
も
言
は
む

武
蔵
野
の

う
け
ら
が
花
の

時
な
き
も
の
を

「
牟
射
志
」

/m
u

nzasi/
は

*
m
u
n
sasi

に
遡
る
。

*
m
u
n
sasi
は
日
本
語
と
し
て
の
解
釈
は
困
難
だ
が
、

ア
イ
ヌ
語
で
は
完
全
に
意
味
が
通
る
。
ア
イ
ヌ
語

m
ú
n 「
草
」（
服
部

1
9
6
4
:
1
9
6
）
、
sa 「
濱
」（
知
里

1
9
5
6
a:

1
1
3
）
、「
野
原
」（

B
atch

elo
r
1
9
2
6
:
4
0
9
）
、
-h
i
三
人
称
所
有
接
尾
辞
（
日
本
語
で
は

-h
i
は

-si
に
な
る
。 2

後
述
の
上
代
東
国
日
本
語
の
言
葉
で
あ
る
「
思
太
～
之
太
」

/si
nd
a/ 「
時
」
<
ア
イ
ヌ
語

h
i
ta
も
参
照
)
。

従
っ
て
、
武
蔵
は
「
牟
射
志
」

/m
u

nzasi/
<

*
m
u
n

sa-si
<

*
m
u
n

sa-h
i 「
草
の
野
原
」
で
あ
ろ
う
。
武
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蔵
は
東
京
に
変
わ
る
以
前
は
、
日
本
で
一
番
大
き
い
草
の
野
原
だ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
阿
之
賀
利
」
/
asi

ŋg
ari /
「
足
柄
」

次
に
「
足
柄
」
を
見
て
み
よ
う
。
「
阿
之
賀
利
」

/asi
ŋg
ari/

ま
た
は
「
安
思
我
良
」

/asi
ŋg
ara/

と
い
う

あ
し

が
ら

地
名
も
東
国
歌
に
出
て
く
る
。

萬
一
四
・
三
四
三
一
（
相
模
国
の
歌
）

阿
之
我
里
乃

安
伎
奈
乃
夜
麻
尓

比
古
布
祢
乃

斯
利
比
可
志
母
與

許
己
波
故
賀
多
尓

あ
し
が
り
の

あ
き
な
の
や
ま
に

ひ
こ

ふ
ね
の

し
り
ひ
か
し
も
よ

こ
こ
ば
こ
が
た
に

足
柄
の

安
伎
奈
の
山
に

引
こ
舟
の

後
引
か
し
も
よ

こ
こ
ば
来
が
た
に

萬
一
四
・
三
三
六
三
（
相
模
の
国
の
歌
）

和
我
世
古
乎

夜
麻
登
敝
夜
利
弖

麻
都
之
太
須

安
思
我
良
夜
麻
乃

須
疑
乃
木
能
末
可

わ
が
せ
こ
を

や
ま
と
へ
や
り
て

ま
つ
し
だ
す

あ
し
が
ら
や
ま
の

す
ぎ
の
こ
の
ま
か

我
が
背
子
を

大
和
へ
遣
り
て

待
つ
時
す

足
柄
山
の

杉
の
木
の
間
か



- 4 -

阿
之
賀
利

/asi
ŋg
ari/
ま
た
は
安
思
我
良

/asi
ŋg
ara/

に
は
後
世
「
足
柄
」
と
い
う
漢
字
が
当
て
ら
れ
た

と
し
て
も
、
地
名
と
し
て
余
り
意
味
が
通
じ
な
い
だ
ろ
う
。
安
思
我
良

/asi
ŋg
ara/
は
阿
之
賀
利

/asi
ŋg
ari/

よ
り
頻
繁
に
現
れ
る
が
、
こ
の
音
声
上
の
違
い
は

/asi
ŋg
ari/

>
/asi

ŋg
ara/

の
音
声
同
化
の
結
果
で
あ
ろ

う
。
と
こ
ろ
で
、
阿
之
賀
利

/asi
ŋg
ari/
は
北
海
道
に
あ
る
「
石
狩
川
」
の

Isik
ari
[
isig

ari ]
を
連
想
さ
せ

は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
イ
ヌ
語
の

sik
ari
[
sig

ari ]
は

sik
ari
[
sig

ari ]
「
川
の
中
の
水
の
回
流
す
る
所
」

ま
た
は

si-k
ari 「
迂
回
す
る
、
回
る
、
回
流
す
る
」
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
（
知
里

1
9
5
6
a:

1
2
0
）
。

ア
イ
ヌ
語
の

k
ari
は
「
回
る
、
徘
徊
す
る
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
（
菅
野

2
0
0
2
:
2
0
2
）
。
し
か
し
、
k
ari

は
説
明
が
つ
く
と
し
て
も
、
残
り
の
部
分
の

asi-
は
説
明
が
困
難
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
に
は
一
人
称
の
複

数
の
包
括
接
頭
語

a-
が
あ
る
が
、
そ
の

a-
は
他
動
詞
に
し
か
付
か
な
い
。
-si-
は
ア
イ
ヌ
語
の

si- 「
自

分
」
と
解
釈
す
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
私
の
意
見
で
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
は
信
憑
性
が
低
い
。
で
は
、

も
う
一
つ
の
可
能
性
を
考
え
て
み
よ
う
。
ア
イ
ヌ
語
の
千
歳
方
言
、
沙
流
方
言
と
旭
川
方
言
に
は

ásk
an
n
e

「
き
れ
い
、
清
潔
な
、
清
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
（
中
川

1
9
9
5
:
6
）
、（
田
村

1
9
9
6
:
2
8
）
、（
菅
野

2
0
0
2
:
1
5
）
、

（
太
田

2
0
0
5
:
1
0
）
。
ア
イ
ヌ
語
で
は

-rn
-
子
音
群
は
い
つ
も

-n
n
-
に
変
化
す
る
た
め
（
知
里

1
9
5
6
b
:

1
6
9
-7
1
）
、（
中
川
・
中
本

1
9
9
7
:
1
5
）
、
ア
イ
ヌ
祖
語
で
は

*
-rn

-
を
再
構
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（

V
o
v
in

1
9
9
3
:
3
8
）
。
従
っ
て
、

ásk
an
n
e
は

*
ásk

arn
e
に
な
る
。

*
ásk

arn
e
の

-n
e
は
ア
イ
ヌ
語
の
繋
辞
の

n
e

で
あ
る
か
ら
、
語
幹
は

*
ásk

ar-
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
接
尾
語

-i
は
場
所
を
表
す
（
知
里

1
9
5
6
b
:
1
7
4
）
。
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こ
う
考
え
る
と
、

*
ásk

ar-i
は
「
清
い
所
」
に
な
る
だ
ろ
う
。
上
代
日
本
語
に
は
閉
音
節
が
な
か
っ
た
た

め
、

*
ásk

ar-i
は

*
asik

ari
と
し
て
借
用
さ
れ
、

*
asik

ari
は
二
次
的
な
鼻
音
化
で

asi
ŋg
ari 「

阿
之
賀
利
」

ま
た
は
「
足
柄
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〈
地
名
：
中
部
〉

能
登
半
島
の
｢
能
登
｣

関
東
の
地
方
だ
け
で
は
な
く
、
中
部
の
地
方
に
も
ア
イ
ヌ
語
地
名
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と

え
ば
、
能
登
半
島
の
｢
能
登
｣
も
『
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
。

萬
一
七
・
四
〇
二
六
(
家
持
の
歌
)

登
夫
佐
多
鵜

船
木
伎
流
等
伊
布

能
登
乃
嶋
山

今
日
見
者

許
太
知
之
氣
思
物

伊
久
代
神
備
曽

と
ぶ
さ
た
て

ふ
な
ぎ
き
る
と
い

ふ
の
と
の
し
ま
や
ま

け
ふ
み
れ
ば

こ
だ
ち
し
げ
し
も

い
く
よ

か
む
び
そ
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と
ぶ
さ
立
て

舟
木
伐
る
と
い

ふ
能
登
の
島
山

今
日
見

れ
ば

木
立
繁
し
も

幾
代
神
び
そ

能
登
の
島
は
現
代
の
石
川
県
の
七
尾
市
の
北
に
あ
る
能
登

半
島
で
あ
る
。

｢
能
登
｣
（
上
代
日
本
語

n
ö
tö
）
は
日
本
語
で
は
解
釈
で
き

な
い
が
、
ア
イ
ヌ
語
の

n
o
t 「
岬
」
、
「
あ
ご
」
（
知
里

1
9
5
6
a:

6
8
）
、
n
o
t-k

o
r-k

am
u
y 「
岬
の
神
」
に
も
見
ら
れ
る

n
o
t 「
岬
」

（
山
本

2
0
0
4
:

1
8
6
）
と
し
て
で
あ
れ
ば
説
明
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
能
登
半
島
は
半
島
と
言
え
ど
も
、
や
は
り
大
き
な
岬

で
あ
る
。

B
atch

elo
r
の
ア
イ
ヌ
語
辞
典
に
は
、

n
o
t 「
岬
」
以
外
に
も
、

n
o
t-o
「
大
イ
ナ
ル
岬
」
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
が
（

1
9
2
6
:
3
1
6
）
が
、
他
の
ア
イ
ヌ
語
の
資
料
で
支
持
さ
れ
て
い
な
い

B
atch

elo
r
の
語
彙

記
録
は
信
用
性
に
欠
け
る
。
他
の
ア
イ
ヌ
語
の
方
言
を
見
る
と
、

n
o
to
は
「
凪
」
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
上
代
日
本
語
に
は
閉
音
節
が
な
か
っ
た
の
で
、
ア
イ
ヌ
語
の

n
o
t 「
岬
」
が

上
代
日
本
語
に
入
り
、
反
響
母
音

/ö
/
が
付
く
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

図１ 家持がこの歌を詠んだ所から見える能登島（著者の写真）
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気
多
神
社
・
氣
太
神
社

能
登
半
島
の
南
西
の
羽
咋
市
の
北
に
あ
る
気
多
神
社
は
氣
太
神
宮
と
し
て
萬
一
七
・
四
〇
二
五
の
題
に

け
た

け
だ
か
む
み
や

出
て
く
る
。

萬
一
七
・
四
〇
二
五
(
家
持
の
歌
の
題
)

赴
参
氣
太
神
宮
行
海
邊
之
時
作
歌
一
首

気
太
神
宮
に
赴
き
参
り
、
海
辺
を
行
く
時
に
作
る
歌
一
首

「
気
多
」
（
上
代
日
本
語
の

k
ëta ）

に
し
て
も
、
「
氣
太
」
（
上
代
日
本
語
の

k
ë
nd
a ）
に
し
て
も
、
明
ら

か
に
「
気
多
」
「
氣
太
」
は
日
本
語
で
は
な
い
。
上
代
日
本
語
の
言
葉
の
最
初
の
音
節
に
は
甲
類
母
音

/ê/

も
、
乙
類
母
音

/ë/
も
、
ほ
と
ん
ど
現
れ
な
い
。
両
方
と
も
二
次
的
で
あ
る
か
ら
（

ê
<

*
ia,

ë
<

*
ai

~
*
ay
）
、

不
思
議
で
は
な
い
。
『
萬
葉
集
』
に
出
る
「
氣
太
」
に
は
無
声
子
音

/t/
で
は
な
く
、
鼻
音
有
声
子
音

/
nd
/

が
現
れ
る
の
は
こ
の
神
社
の
名
前
の
語
源
に
著
し
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
、
少
し
後
で
述
べ
る
。

残
念
な
が
ら
、
私
は
羽
咋
市
の
気
多
神
社
を
訪
問
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
能
登
半
島
の
南
東
近
く
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に
あ
る
富
山
県
の
高
岡
市
の
北
に
も
「
気
多
神
社
」
が
あ
る
。

幸
運
に
も
、
高
岡
市
の
「
気
多
神
社
」
に
は
訪
れ
る
事
が
で

き
た
。
そ
の
「
気
多
神
社
」
に
入
る
と
、
先
ず
目
に
入
る
の

は
写
真
の
馬
で
あ
る
。

そ
の
馬
の
脇
に
星
の
よ
う
な
、
花
の
よ
う
な
印
が
見
え
る
。

神
主
に
そ
の
印
に
つ
い
て
尋
ね
た
所
、
「
あ
れ
は
加
賀
前
田

藩
の
紋
か
も
し
れ
な
い
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
加
賀
藩
の
紋

は
加
賀
梅
鉢
で
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

前
田
家
の
紋
は
馬
に
付
け
ら
れ
た
印
に
よ
く
似
て
い
る
け

れ
ど
も
、
全
く
同
じ
で
は
な
い
。
神
社
の
入
り
口
に
近
づ
く

と
、
天
井
に
次
の
よ
う
な
電
灯
が
見
え
る
。

電
灯
の
ガ
ラ
ス
に
装
飾
さ
れ
た
印
も
馬
に
見
ら
れ
た
印
と

同
様
、
加
賀
藩
の
梅
鉢
紋
に
非
常
に
似
て
い
る
が
、
多
少
の

違
い
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
歴
史
上
の
問
題
も
あ
る
。

先
ず
、
加
賀
藩
主
前
田
家
の
祖
先
で
あ
る
前
田
利
家
（
一

五
三
八
―
一
五
九
九
）
は
、
桶
狭
間
の
戦
い
に
始
ま
り
、
織
田

図２ 気多神社の馬（著者の写真）

図３ 加賀藩の梅鉢紋

図２ 気多神社の馬（著者の写真）
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信
長
に
仕
え
た
。
そ
し
て
、
前
田
家
の
始
ま
り
は
十
六
世
紀
で
、
前
田
家
の
出
身
は
越
中
で
は
な
く
、
尾

張
で
あ
る
。
が
、
高
岡
市
の
気
多
神
社
の
本
殿
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
神
社
の
歴
史
は
確
か
に
今

に
残
っ
て
い
る
鎌
倉
時
代
の
本
殿
よ
り
も
っ
と
古
い
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
本
殿
に
は
勿
論
入
れ
な

い
が
、
神
主
に
よ
る
と
、
中
に
は
同
じ
図
柄
が
あ
る
そ
う
だ
。

ア
イ
ヌ
語
に
は

k
eta
[
k
ed
a
~

k
eD

a ]
「
星
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
な
お
、
ア
イ
ヌ
語
に
は
母
音
の

間
と
鼻
音
子
音
の

後
に
あ
る
無
声
破

裂
音

/p
/,

/t/,
/k
/

は
い
つ
も
有
声
破

裂
音
[
b
]
,
[
d
]
,

[
g
]
ま
た
は
半
有

声
破
裂
音
[
B
]
,

[
D
]
,
[
G
]
と
し
て

発
音
さ
れ
る
。
し

か
し
、
羽
咋
市
の

気
多
神
社
は
『
萬

図４ 気多神社の電灯（著者の写真）

図５ 気多神社の本殿（著者の写真）
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葉
集
』
の
時
代
に
は
「
氣
太
神
宮
」
と
言
わ
れ
た
。
上
代
日
本
語
の
「
氣
太
」
は
確
か
に

/k
ë
nd
a/
だ
っ

た
。
ア
イ
ヌ
語
の

k
eta
[
k
eD

a ]
「
星
」
は
上
代
日
本
語
に
は

/k
ë
nd
a/
に
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
理

由
は
簡
単
だ
。
ア
イ
ヌ
語
の
よ
う
に
、
上
代
日
本
語
に
は
有
声
破
裂
音
[
b
]
,
[
d
]
,
[
g
]
ま
た
は
半
有
声
破

裂
音
[
B
]
,
[
D
]
,
[
G
]
は
な
か
っ
た
。
存
在
し
た
破
裂
子
音
は
無
声
破
裂
音

/p
/,

/t/,
/k
/
と
鼻
音
有
声
破

裂
音

/
mb
/,
/
nd
/,
/
ŋg
/
の
み
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
有
声
破
裂
音
[
b
]
,
[
d
]
,
[
g
]
ま
た
は
半
有

声
破
裂
音
[
B
]
,
[
D
]
,
[
G
]
を
反
映
す
る
方
法
は
二
つ
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
を
無
声
破
裂
音

/p
/,

/t/,
/k
/

に
す
る
か
、
或
い
は
鼻
音
有
声
破
裂
音

/
mb
/,

/
nd
/,

/
ŋg
/
に
す
る
か
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の

k
eta
[
k
eD

a ]

「
星
」
が
「
氣
太
」
/k
ë
nd
a/
と
書
か
れ
た
の
は
、
二
番
目
の
方
法
に
当
た
る
。
ま
た
、
こ
の
例
に
限
ら
ず
、

ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
古
い
借
用
語
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
の
有
声
破
裂
音
[
b
]
,
[
d
]
,
[
g
]
ま
た
は
半
有
声
破
裂

音
[
B
]
,
[
D
]
,
[
G
]
は
、
上
代
日
本
語
で
は
常
に
鼻
音
有
声
破
裂
音

/
mb
/,
/
nd
/,
/
ŋg
/ に
な
る
。
こ
の
現
象
に

3

つ
い
て
は
、
後
ほ
ど
、
そ
の
他
の
例
に
よ
っ
て
も
証
明
さ
れ
る
。

大
昔
は
今
の
気
多
神
社
が
建
っ
て
い
る
所
で
ア
イ
ヌ
語
の
一
種
を
話
し
て
い
た
原
住
民
が
星
を
崇
拝
し

て
い
た
と
考
え
て
も
い
い
だ
ろ
う
。
神
社
の
名
前
は
そ
の
名
残
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
神
社
の
中
に

あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
星
の
よ
う
な
印
も
そ
の
名
残
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
、
星
の
図
柄
が
後
世
に
加
賀

藩
の
梅
鉢
紋
と
あ
る
程
度
混
合
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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小
矢
部
川

お
や

べ

富
山
県
に
は
「
部
」

/-b
e/
で
終
わ
る
川
の
地
名
が
二
つ
あ
る
。
富
山
県
の
西
に
流
れ
る
小
矢
部
川
と

富
山
県
の
東
に
流
れ
る
黒
部
川
で
あ
る
。
で
は
小
矢
部
川
か
ら
見
て
み
よ
う
。

く
ろ
べ

一
般
に
、
小
矢
部
川
は
奈
良
時
代
に
は
射
水
川
と
呼
ば
れ
て

お
や

べ
い
み
ず

い
た
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
奈
良
時
代
に
は
小
矢
部
川

は
津
沢
南
方
（
現
在
の
小
矢
部
市
に
あ
る
）
で
庄
川
と
合
流
し
、

つ
ざ
わ

し
よ
う
が
わ

射
水
川
と
な
っ
た
（
坂
井

1
9
7
9
:

2
2
1
）
。
従
っ
て
、
津
沢
ま
で

は
小
矢
部
川
と
い
う
地
名
が
奈
良
時
代
に
も
存
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、
文
献
上
で
は
鎌
倉
時
代
ま
た
は
南
北
朝
時
代
に

成
立
し
た
『
源
平
盛
衰
記
』
の
第
二
十
巻
に
初
め
て
見
ら
れ
る

げ
ん
ぺ
い
じ
よ
う
す
い
き

4

（
高
瀬

1
9
9
4
:
6
5
）
。

日
本
語
の
地
名
と
し
て
「
小
矢
部
」
は
変
わ
っ
て
い
る
。
特
に

最
後
に
出
る
「
部
」

/b
e/
は
余
り
意
味
が
な
く
、
当
て
字
ら
し

い
。
そ
の
「
部
」
は
北
海
道
に

於
け
る
川
の
地
名
の
「
別
」
/b
etu

/

図６ 南砺市福光町の小矢部川の中流（著者の写真）
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を
連
想
さ
せ
る
。
た
と
え
ば
、
北
海
道
の
「
幌
別
」
は
実
際
ア
イ
ヌ
語
の

p
o
ro

p
et 「
大
き
い
川
」
で
あ

る
。
前
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
語

p
o
ro

p
et
は
[
p
o
ro

b
et ]
ま
た
は
[
p
o
ro

B
et ]
と
し
て

発
音
さ
れ
る
た
め
、
日
本
語
で
は

F
o
ro
b
etu
>

H
o
ro
b
etsu

に
な
っ
た
。
前
述
の
ア
イ
ヌ
語

n
o
t 「
岬
」
>

上
代
中
央
日
本
語
「
能
登
」
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
語
の

p
o
ro

p
et
か
ら
借
用
さ
れ
た
「
幌
別
」
H
o
ro
b
etsu

は
反
響
母
音
を
加
え
、
日
本
語
の
地
名
に
な
っ
た
が
、
「
小
矢
部
」
の
「
部
」

/b
e/
の
場
合
に
は
、
反
響

母
音
を
加
え
ず
、
ア
イ
ヌ
語
の

p
et 「
川
」
の
最
後
の
子
音

/-t/
は
そ
の
ま
ま
脱
落
し
た
。
こ
う
説
明
す

る
と
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
際
、
上
代
日
本
語
は
音
節
末
子
音
を
持
っ
て

い
る
外
国
語
を
借
用
す
る
時
に
、
音
節
末
子
音
に
反
響
母
音
を
加
え
る
傾
向
と
、
音
節
末
子
音
を
脱
落
さ

せ
る
傾
向
の
両
方
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
上
代
日
本
語
の

k
atan

a 「
刀
」
は
上
代
韓
国
語
の

*
h
ǎtǎn

n
ǎrh

「
刀
」
（

*
h
ǎtǎn
「
一
」
、

*
n
ǎrh
「
刃
」
）
の
借
用
語
で
(
V
o
v
in

2
0
0
5
a:

7
6
)
、

*
h
ǎtǎn
の

-n
と

*
n
ǎrh
の

-rh
は
脱
落
し
た
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語

p
ét 「
川
」
を
反
映
す
る
「
部
」

/b
e/
は
東
北
の
地
名
に
も
見
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
青
森
県
の
青
森
市
に
あ
る
内
真
部
と
い
う
川
の
名
前
が
そ
う
だ
（
西
鶴

1
9
9
5
:
9
）
。

う
ち
ま
ん
ぺ

東
北
の
方
言
の
大
部
分
は
上
代
日
本
語
の

/
mb
/
と

/
nd
/
を
そ
の
ま
ま
に
保
存
す
る
の
で
、
内
真
部
の

-n
b
-

う
ち
ま
ん
ぺ

[
-
mb
- ]
は
ア
イ
ヌ
語
の
有
声
子
音
[
b
]
,
[
d
]
,
[
g
]
が
上
代
日
本
語
の
鼻
音
有
声
子
音

/
mb
/,
/
nd
/,
/
ŋg
/
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
。

「
小
矢
部
」
の
「
小
矢
」

/o
y
a/
も
「
小
さ
い
矢
」
で
は
な
く
、
ア
イ
ヌ
語
で
あ
る
と
思
う
。
岩
手
県
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の
紫
波
郡
に
は

於
夜
志
別
川
と
い
う
川
あ
り
、
こ
の
名
前
は
ア
イ
ヌ
語
の

o
y
aw
(
k
in
a )

u
s
p
et 「
は
こ

し
わ

お
や

し
べ
つ

べ
が
無
数
に
生
え
て
い
る
川
」
と
解
釈
さ
れ
る
（
西
鶴

1
9
9
5
:
1
1
1
）
。
し
か
し
、
西
鶴
氏
の
解
釈
に
は
十

分
説
明
で
き
な
い
点
が
三
つ
が
あ
る
。
先
ず
、
ア
イ
ヌ
語

o
y
aw
は
「
蛇
」
で
あ
り
、
「
は
こ
べ
」
で
は

な
い
。
勿
論
、
ア
イ
ヌ
語

o
y
aw

k
in
a
は
「
は
こ
べ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

o
y
aw
「
蛇
」
と

k
in
a

「
食
用
の
草
」
か
ら
な
る
合
成
語
で
あ
る
。
第
二
に
、

於
夜
志
別
か
ら

k
in
a 「
食
用
の
草
」
が
な
ぜ
消
え

お
や

し
べ
つ

た
か
と
い
う
説
明
が
な
い
。
第
三
に
、
ア
イ
ヌ
語
の
合
成
語

o
y
aw

k
in
a 「
は
こ
べ
」
は
樺
太
の
白
浦
方

言
で
し
か
使
わ
れ
な
い
（
知
里

1
9
7
6
:
1
5
3
）
。
ア
イ
ヌ
語

o
y
aw
「
蛇
」
は
樺
太
の
ラ
イ
チ
シ
カ
方
言
、

5

南
北
海
道
の
八
雲
方
言
の
古
い
祈
り
に
も

o
y
aw
「
蛇
」
と

o
y
aw

k
am

u
y
「
蛇
の
神
」
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
（
服
部

1
9
6
4
:
1
9
0
）
。
そ
れ
以
外
に
も
、
樺
太
ア
イ
ヌ
語

o
y
aw
「
蛇
」
は
村
崎

1
9
7
6
・

P
iłsu

d
sk
i

1
9
9
8
[
1
9
1
2
]
・
井
筒

2
0
0
6
の
資
料
に
基
づ
く
新
し
い
樺
太
ア
イ
ヌ
語
の
辞
典
（
手
塚
梨
恵
・
上
野
愛
理

な
ど

2
0
0
8
:
1
2
8
）
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
海
道
の

o
y
aw
「
蛇
」
は

B
atch

elo
r
の
辞
典
に

は
そ
の
ま
ま
（

1
9
2
6
:
3
5
5
）
、

D
o
b
tro

tv
o
rsk

ii
の
辞
典
に
は

o
y
av
「
蛇
」
と
し
て
（

1
8
7
5
:
2
4
1
）
、
そ

し
て

P
iłsu

d
sk
i
の
資
料
に
も

o
jáu 「

蛇
」
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
（

1
9
9
8
[
1
9
1
2
]
:
6
2
6
）
。
従
っ
て
、

二
十
世
紀
以
前
の
ア
イ
ヌ
方
言
に
は

o
y
aw
「
蛇
」
は
も
っ
と
広
く
分
布
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
以
上

を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
西
富
山
の
小
矢
部
川
は
元
来
ア
イ
ヌ
語
の

o
y
aw

p
et
「
蛇
の
川
」
で
あ
っ
た
と

思
う
。
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
二
つ
の
事
実
を
挙
げ
た
い
。
先
ず
、
小
矢
部
川
の
流
れ
は
（
特
に
上
流
と
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下
流
）
か
な
り
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、
小
矢
部
川
に
は
蛇
に
ま
つ
わ
る
次
の
伝
説
が

あ
る
。「
二
上
山
の
山
頂
に
は
『
奥
の
御
前
（
御
膳
）
』
と
も
言
わ
れ
る
日
吉
神
社
が
、
ま
た
小
さ
な
峰
の

『
前
の
御
前
（
御
膳
）
』
に
は
、
そ
の
名
も
恐
ろ
し
い
「
悪
王
子
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

図７ 二上山から小矢部川を見る

図８ 悪王子社から六渡寺・放生津方面をみる。河川の注ぎ込

む海は富山湾。
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二
上
の
神
は
山
の
神
で
あ
り
、
水
の
神
。
そ
し
て
、
雨
や
水
を
人
々
に
恵
み
与
え
る
農
耕
の
神
で

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
神
様
の
機
嫌
を
そ
こ
ね
れ
ば
、
旱
魃
や
洪
水
、
天
変
地
異
が
人
々
を

襲
う
。
人
々
は
一
生
懸
命
に
働
き
、
そ
れ
と
同
じ
く
ら
い
一
生
懸
命
に
二
上
の
神
を
も
て
な
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
一
ヶ
月
に
五
人
も
の
若
い
娘
を
神
に
、
い
け
に
え
と
し
て
捧
げ
る
の

が
し
き
た
り
と
な
っ
て
い
た
。
小
矢
部
川
の
下
流
、
六
渡
寺
か
ら
放
生
津
へ
向
か
う
道
沿
い
の
村
の

「
ま
な
い
た
橋
」
と
呼
ば
れ
る
大
き
な
石
の
橋
に
、
娘
を
の
せ
た
輿
を
置
き
去
り
に
す
る
と
、
ど
こ

か
ら
と
も
な
く
高
貴
な
香
が
辺
り
一
面
に
漂
い
始
め
不
思
議
な
音
色
が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
、
突

風
が
二
上
山
か
ら
吹
き
降
ろ
し
娘
を
輿
も
ろ
と
も
巻
き
上
げ
連
れ
去
っ
て
し
ま
う
の
だ
っ
た
。
娘
と

親
は
為
す
術
も
な
く
嘆
き
悲
し
む
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
都
に
は
藤
原
秀
郷
と
い
う
一
人
の
武
将
が
い
た
。
別
名
を
俵
藤
太
と
言
い
、
平
将
門

た
わ
ら
の
と
う
た

を
討
ち
、
琵
琶
湖
の
龍
を
退
治
し
た
と
い
う
強
い
若
武
者
で
あ
っ
た
。
藤
太
は
時
の
帝
に
遣
わ
さ
れ

て
遠
く
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
。
二
上
の
神
が
人
々
を
嘆
き
悲
し
ま
せ
て
い
る
た
め
に
「
退
治
せ
よ
」

と
の
命
を
受
け
て
い
た
。
藤
太
は
娘
の
着
物
を
借
り
る
と
身
替
り
と
な
っ
て
輿
に
乗
り
込
み
、
ま
な

い
た
橋
へ
と
向
か
っ
た
。
一
陣
の
風
は
、
輿
も
ろ
と
も
藤
太
を
二
上
山
へ
と
運
ん
だ
。
藤
太
は
、
悪

王
子
と
に
ら
み
あ
う
こ
と
三
日
三
晩
。
藤
太
の
す
さ
ま
じ
い
眼
力
に
負
け
た
悪
王
子
は
つ
い
に
本
身

を
表
し
た
。
そ
れ
は
二
上
山
を
七
回
り
半
も
す
る
ほ
ど
の
巨
大
な
蛇
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
藤
太
は
、
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ね
ら
い
を
定
め
る
と
ハ
ッ
シ
！
ハ
ッ
シ
！
と
得
意
の
弓

矢
を
幾
重
に
撃
ち
放
っ
た
。
し
か
し
、
大
蛇
は
こ
れ
を

も
ろ
と
も
せ
ず
襲
い
掛
か
り
藤
太
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に

し
て
絞
め
殺
そ
う
と
す
る
。
は
げ
し
い
戦
い
は
七
日
七

夜
も
続
い
た
。
つ
い
に
退
治
さ
れ
た
大
蛇
か
ら
は
、
堰

を
切
っ
た
よ
う
に
ド
ッ
プ
ン
ド
ッ
プ
ン
と
脈
打
っ
て
血

が
流
れ
出
し
、
そ
の
真
っ
赤
な
血
は
火
よ
り
も
熱
く
煮

え
た
ぎ
り
、
二
上
山
の
木
や
土
を
焼
き
焦
が
し
て
流
れ

落
ち
た
。
こ
の
大
蛇
の
血
の
流
れ
た
あ
と
が
今
の
登
山

道
と
な
っ
た
。
大
蛇
の
姿
を
し
た
恐
ろ
し
い
神
は
、
前

の
御
前
の
祠
に
「
悪
王
子
」
と
し
て
封
じ
込
め
ら
れ
、

こ
れ
を
見
張
る
よ
う
に
し
て
山
頂
の
奥
の
御
前
に
は
俵

藤
太
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
」
（

h
ttp

://w
w
w
.m

u
ro
ch
o
.co

m
/aji/k

o
jy
o
u
/k
o
jy
o
u
1
1
.h
tm

l ）

6

図９ 宇奈月町の欅平（けやきだいら）の黒部川（著者の写真）
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黒
部
川

富
山
県
の
東
部
の
黒
部
川
は
黒
部
峡
谷
を
流
れ
、
富
山
湾
に
注
ぐ
。
小
矢
部
川
と
同
様
に
、
奈
良
時
代

く
ろ
べ

の
記
録
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
ま
た
は
南
北
朝
時
代
に
成
立
し
た
『
源
平
盛
衰
記
』
に
初
め
て
そ
の
名
を

げ
ん
ぺ
い
じ
よ
う
す
い
き

現
す
（
坂
井

1
9
7
9
:
3
2
7
）
。

「
部
」
/b
e/
に
つ
い
て
は
上
述
の
通
り
で
あ
る
。
小
矢
部
の
「
部
」
/b
e/
と
同
様
、「
黒
部
」
の
「
部
」
/b
e/

も
ア
イ
ヌ
語
の

p
et 「
川
」
の
借
用
語
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
勿
論
、「
黒
部
」
の
「
黒
」
は
日
本
語
の
「
黒

い
」
と
し
て
解
釈
で
き
る
。
こ
の
場
合
「
黒
部
」
は
日
本
語
・
ア
イ
ヌ
語
の
混
成
語
と
な
る
。
そ
の
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
し
、
混
成
語
が
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
名
に
は
比
較
的
少
な
い
。
で
は
、

別
の
可
能
性
を
考
え
て
み
よ
う
。

写
真
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
黒
部
川
は
本
当
に
「
黒
い
」
と
は
言
え
な
い
が
、
日
本
で
一
番
狭
い
谷
で

あ
る
黒
部
峡
谷
に
流
れ
る
黒
部
川
に
は
日
の
光
が
あ
ま
り
当
た
ら
な
い
。
「
黒
い
」
と
い
う
よ
り
は
「
暗

い
」
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
「
黒
い
」
と
「
暗
い
」
は
殆
ど
の
場
合
同
じ
言
葉
の

k
ú
n
n
e

で
表
す
が
、
現
代
の
諸
方
言
で
は
「
暗
い
」
は
通
常

sírk
u
n
n
e
で
あ
る
（

sir
は
「
天
気
」
）
。
ア
イ
ヌ
語

k
ú
n
n
e

は
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
祖
語

*
k
ú
r-n

e
に
遡
る
（

n
e
は
前
述
の
例
と
同
様
ア
イ
ヌ
語
の
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繋
辞
で
あ
る
）
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
語
の
「
黒
い
」
「
暗
い
」
と
ア
イ
ヌ
祖
語

*
k
ú
r-n

e 「
黒
い
」

「
暗
い
」
が
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
昔
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
（
服
部

1
9
6
4
:

2
7
-2
8
）
。
服
部
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
「
借
用
関
係
の
蓋
然
性
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
[
…
]
親
族
関
係
に
起
因
す
る
類
似
で
あ
る
蓋
然
性
も
十
分
考
慮
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
考
え
を
示
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
言
う
借
用
関
係
は
日
本
語
か
ら
ア
イ
ヌ
語
へ
の
借
用
方
向
で
あ

り
、
そ
れ
が
一
般
的
見
地
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
先
ず
、
日
本
語
の
「
黒

い
」
と
「
暗
い
」
は
語
源
的
に
別
々
な
言
葉
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
事
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
音
節
の

母
音
の
違
い
だ
け
で
な
く
、
ア
ク
セ
ン
ト
の
違
い
も
あ
る
。
「
黒
い
」
は
日
本
祖
語
・
中
古
日
本
語
・
中

世
京
都
語
に
お
い
て
は
低
形
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
、「
暗
い
」
は
高
形
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
で
あ
る
（

M
artin

1
9
8
7
:
8
2
3
,
8
3
3
)
。
首
里
方
言
で
は
、

k
u
ru
saN
「
黒
い
」
は
短
母
音
を
持
っ
て
い
る
た
め
日
本
祖
語
で
は

有
声
破
裂
音

*
g
-
で
始
ま
る

*
g
u
ro
で
あ
る
が
、
「
暗
い
」
の
祖
形
は

*
k
u
ra
で
あ
る
（

V
o
v
in

2
0
0
8
a:

1
5
5
-5
6
）
。
従
っ
て
、
ア
イ
ヌ
祖
語

*
k
ú
r-n

e 「
黒
い
」
「
暗
い
」
は
日
本
祖
語

*
g
u
ro
「
黒
い
」
と
日
本

祖
語

*
k
u
ra 「
暗
い
」
の
両
方
と
同
時
に
関
係
を
持
て
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
全
て

の
方
言
で
語
頭
に
頻
繁
に
現
れ
る

h
-
は
ア
イ
ヌ
祖
語
の

*
g
-
に
遡
る
（

V
o
v
in

1
9
9
3
:
2
5
-2
9
）
と
い
う

私
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
ア
イ
ヌ
祖
語

*
k
u
r-n

e
は
日
本
祖
語

*
g
u
ro
「
黒
い
」
に
何
の
関
係
も
な
い

事
に
な
る
が
、
日
本
祖
語
の

*
k
u
ra 「
暗
い
」
と
は
関
係
が
あ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
説
得
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力
が
あ
る
解
釈
の
方
法
が
あ
る
と
思
う
。
ア
イ
ヌ
祖
語

*
k
ú
r-n

e 「
黒
い
」
「
暗
い
」
は
確
か
に
ア
イ
ヌ

語
の

k
ú
r 「
影
」
の
派
生
語
で
あ
る
た
め
、
ア
イ
ヌ
語
の

k
ú
r 「
影
」
と
日
本
祖
語
の

*
k
u
ra 「
暗
い
」
の

関
係
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
ア
イ
ヌ
方
言
に
は
音
節
末
の

/-r/
の
後
に
音
韻
的
で
な
く
、

音
声
的
な
[
-u
]
が
聞
こ
え
る
。
こ
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
「
黒
部
」
は
お
そ
ら
く
[
k
u
ru
-b
et ]
と
発
音
さ
れ

た
ア
イ
ヌ
語
の

k
u
r
p
et 「
影
の
川
」
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

k
u
r
p
et
[
k
u
ru
-b
et ]「

影
の
川
」
に
「
黒

部
」
が
当
て
字
と
し
て
使
わ
れ
、
当
て
字
の
影
響
で
[
k
u
ru
-b
e ]
は
[
k
u
ro
b
e ]
「
黒
部
」
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。

〈
普
通
名
詞
・
人
名
〉

こ
れ
ま
で
地
名
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
地
名
だ
け
に
基
づ
い
た
証
拠
は
比
較
的
弱
く
、
東
北
以
南
で

ア
イ
ヌ
語
が
話
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
に
は
、
他
の
証
拠
も
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
証
拠
の
一
部
と
し
て

主
に
『
万
葉
集
』
の
東
国
歌
と
防
人
歌
に
見
ら
れ
る
若
干
の
特
別
な
言
葉
を
取
り
挙
げ
、
そ
れ
ら
の
語
源

が
ア
イ
ヌ
語
に
遡
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
い
と
思
う
。
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思
太
～
之
太
/
s
i

nd
a
/
｢
時
｣

思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
と
い
う
言
葉
は
『
萬
葉
集
』
の
第
十
四
巻
（
東
国
歌
）
に
七
回
と
『
萬
葉

7

集
』
の
第
二
十
巻
の
防
人
歌
に
二
回
出
て
く
る
が
、
上
代
中
央
日
本
語
に
は
見
ら
れ
な
い
。
『
萬
葉
集
』

の
中
に
現
れ
る
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
の
例
の
全
て
を
以
下
に
纏
め
る
。

萬
一
四
・
三
三
六
三
（
相
模
国
の
歌
）

和
我
世
古
乎

夜
麻
登
敝
夜
利
弖

麻
都
之
太
須

安
思
我
良
夜
麻
乃

須
疑
乃
木
能
末
可

わ
が
せ
こ
を

や
ま
と
へ
や
り
て

ま
つ
し
だ
す

あ
し
が
ら
や
ま
の

す
ぎ
の
こ
の
ま
か

我
が
背
子
を

大
和
へ
遣
り
て

待
つ
時
す

足
柄
山
の

杉
の
木
の
間
か

し
だ

萬
一
四
・
三
四
六
一
（
国
未
詳
）

安
是
登
伊
敝
可

佐
宿
尓
安
波
奈
久
尓

真
日
久
礼
弖

与
比
奈
波
許
奈
尓

安
家
奴
思
太
久
流

あ
ぜ
と
い
へ
か

さ
ね
に
あ
は
な
く
に

ま
ひ
く
れ
て

よ
ひ
な
は
こ
な
に

あ
け
の
し
だ
く
る

あ
ぜ
と
言
へ
か

さ
寝
に
逢
は
な
く
に

ま
日
暮
れ
て

夕
な
は
来
な
に

明
け
の
時
来
る

し
だ
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萬
一
四
・
三
四
七
八
（
国
未
詳
）

等
保
斯
等
布

故
奈
乃
思
良
祢
尓

阿
抱
思
太
毛

安
波
乃
敝
思
太
毛

奈
尓
己
曽
与
佐
礼

と
ほ
し
と

ふ
こ
な
の
し
ら
ね
に

あ
ほ
し
だ
も

あ
は
の
へ
し
だ
も

な
に
こ
そ
よ
さ
れ

8

遠
し
と

ふ
故
奈
の
白
嶺
に

逢
ほ
時
も

逢
は
の
へ
時
も

汝
に
こ
そ
寄
さ
れ

し
だ

し
だ

萬
一
四
・
三
五
一
五
（
国
未
詳
）

阿
我

於
毛
乃

和
須
礼
牟
之
太
波

久
尓
波
布
利

祢
尓
多
都
久
毛
乎

見
都
追
之
努
波
西

あ
が
お
も
の

わ
す
れ
む
し
だ
は

く
に
は

ふ
り

ね
に
た
つ
く
も
を

み
つ
つ
し
の
は
せ

我
が
面
の

忘
れ
む
時
は

国
溢
り

嶺
に
立
つ
雲
を

見
つ
つ
偲
は
せ

し
だ

萬
一
四
・
三
五
二
〇
（
国
未
詳
）

於
毛
可
多
能

和
須
礼
牟
之
太
波

於
抱
野
呂
尓

多
奈
婢
久
君
母
乎

見
都
追
思
努
波
牟

お
も
か
た
の

わ
す
れ
む
し
だ
は

お
ほ
の
ろ
に

た
な
び
く
く
も
を

み
つ
つ
し
の
は
む

面
形
の

忘
れ
む
時
は

大
野
ろ
に

た
な
び
く
雲
を

見
つ
つ
偲
は
む

し
だ

萬
一
四
・
三
五
三
三
（
国
未
詳
）
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比
登
乃
兒
能

可
奈
思
家
之
太
波

波
麻
渚
杼
里

安
奈
由
牟
古
麻
能

乎
之
家
口
母
奈
思

ひ
と
の
こ
の

か
な
し
け
し
だ
は

は
ま
す
ど
り

あ
な
ゆ
む
こ
ま
の

を
し
け
く
も
な
し

人
の
児
の

か
な
し
け
時
は

浜
渚
鳥

足
悩
む
駒
の

惜
し
け
く
も
な
し

し
だ

萬
二
〇
・
四
三
六
七
（
常
陸
国
の
歌
）

ひ
た
ち

阿
我
母
弖
能

和
須
例
母
之
太
波

都
久
波
尼
乎

布
利
佐
氣
美
都
々

伊
母
波
之
奴
波
尼

あ
が
も
て
の

わ
す
れ
も
し
だ
は

つ
く
は
ね
を

ふ
り
さ
け
み
つ
つ

い
も
は
し
ぬ
は
ね

我
が
面
の

忘
れ
も
時
は

筑
波
嶺
を

振
り
放
け
見
つ
つ

妹
は
偲
は
ね

し
だ

右
一
首
茨
城
郡
占
部
小
龍

右
の
一
首
、
茨
城
郡
の
占
部
小
龍

萬
二
〇
・
四
四
〇
七
（
上
野
国
の
歌
）

か
み
つ
け

比
奈
久
母
理

宇
須
比
乃
佐
可
乎

古
延
志
太
尓

伊
毛
賀
古
比
之
久

和
須
良
延
奴
加
母

ひ
な
く
も
り

う
す
ひ
の
さ
か
を

こ
え
し
だ
に

い
も
が
こ
ひ
し
く

わ
す
ら
え
ぬ
か
も

ひ
な
曇
り

碓
氷
の
坂
を

越
え
時
に

妹
が
恋
ひ
し
く

忘
ら
え
ぬ
か
も

し
だ

右
一
首
他
田
部
子
磐
前
二
月
廿
三
日
上
野
國
防
人
部
領
使
大
目
正
六
位
下
上
毛
野
君
駿
河
進
歌
數
十
二
首
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但
拙
劣
歌
者
不
取
載
之

右
の
一
首
、
他
田
部
子
磐
前
二
月
二
十
三
日
に
上
野
国
防
人
部
領
使
大
目
正
六
位
下
上
毛
野
君
駿
河
が
進

る
歌
の
数
十
二
首
。
但
し
、
拙
劣
の
歌
は
取
り
載
せ
ず
。

先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
は
上
代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ
た
萬
葉
集
の

部
分
に
は
現
れ
な
い
。
上
代
東
国
日
本
語
に
は
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
だ
け
で
な
く
、
登
伎
～
等
伎

～
登
吉

/tö
k
î/
「
時
」
も
出
て
く
る
が
、

/si
nd
a/
と

/tö
k
î/
を
文
法
上
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
使
い
方
に

違
い
が
あ
る
。

/tö
k
î/
は
自
由
名
詞
で
、
殆
ど
の
場
合
自
立
し
て
出
る
か
他
の
名
詞
の
後
に
出
て
お
り
、

動
詞
の
連
体
形
の
後
に
出
る
例
は
一
度
し
か
な
い
。
そ
れ
と
は
反
対
に
、

/si
nd
a/
は
動
詞
と
形
容
詞
の
連

体
形
の
後
に
し
か
出
て
こ
な
い
。

ア
イ
ヌ
語
に
は
動
詞
に
続
く

h
i
｢
時
｣
と
い
う
不
自
由
名
詞
が
あ
り
、
殆
ど
の
場
合
、
所
格
の
助
詞

ta

を
伴
な
っ
て
い
る
。
こ
の

h
i-ta
の
機
能
は
上
代
東
国
日
本
語
に
は
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
と
全
く
同

じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
動
詞
の
後
に
し
か
出
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

sirp
o
p
k
e
h
i-ta

k
u
-sin

o
t-ru

su
y

暖
か
い

時
‐
所
格

一
人
称
‐
遊
‐
願
望
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暖
か
い
時
に
遊
び
た
い
な
（
中
川
・
中
本

1
9
9
7
:
3
8
）

k
an
i
k
a
k
u
-p
ew

re
h
i-ta

y
u
k
k
a
k
u
-k
o
y
k
i
k
am

u
y
k
a
k
u
-k
o
y
k
i

わ
し

も
一
人
称
‐
若
い

時
‐
所
格

鹿
も

一
人
称
‐
捕
る

熊
も

一
人
称
‐
捕
る

わ
し
も
若
い
時
に
鹿
も
捕
っ
た
。

熊
も
捕
っ
た
（
中
川
・
中
本

1
9
9
7
:
5
8
）

k
u
ru
m
a
k
-o
-w

a
S
ap
p
o
ro
-o
r-u

n
k
-arp

a
h
i-ta

k
a
en
-eto

k
-ta

isep
o
ru

to
m
o
tu
y
e
ru
w
e
n
e

車
一
人
称
‐
乗
る
‐
非
終
形

札
幌
‐
場
所
‐
方
向
格

一
人
称
‐
行
く
（
単
数
）

時
‐
所
格

私

‐
前
‐
所
格

も
兎

道
横
切
る

名
詞
化
詞

繋
辞

車
に
乗
っ
て
札
幌
へ
行
っ
た
時
に
も
、
私
の
前
で
兎
が
道
を
横
切
っ
て
い
っ
た
わ
（
中
川
・
中
本

1
9
9
7
:

1
1
2
）

ア
イ
ヌ
語
の

h
i-ta
は
音
声
的
に
は

/h
iD
a/

~
/h
id
a/
で
あ
る
。

h
i-
>

si-
と
い
う
変
化
は
先
に
も
言

及
し
た
よ
う
に
、
日
本
語
に
だ
け
な
く
、
近
隣
の
諸
言
語
に
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
。
上
代
東
国
日
本
語
に

も
上
代
中
央
日
本
語
の
よ
う
に
、
単
な
る
有
声
破
裂
音

/b
/,
/d
/,
/g
/
が
な
く
、
無
声
破
裂
音

/p
/,
/t/,

/k
/

と
鼻
音
有
破
裂
音

/
mb
/,
/
nd
/,
/
ŋg
/
し
か
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
ア
イ
ヌ
語
の
[
D
]
~
[
d
]
が
上
代
東
国
日
本

語
に

/
nd
/
と
し
て
借
用
さ
れ
た
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
の

h
i-ta
｢
時
に
｣
は
二
つ
の
形

態
素
か
ら
な
っ
て
い
る
と
説
明
で
き
る
が
、
上
代
東
国
日
本
語
の
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
は
日
本
語
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で
は
分
析
不
可
能
な
の
で
、
借
用
の
方
向
は
確
か
に
「
ア
イ
ヌ
語
か
ら
上
代
東
国
日
本
語
へ
」
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
見
ら
れ
る
『
萬
葉
集
』
の
東
国
歌
の
大
部
分
は
「
国
未

詳
」
で
あ
る
が
、
一
首
だ
け
（
萬
一
四
・
三
三
六
三
）
は
相
模
国
の
歌
と
あ
る
。
ま
た
、
思
太
～
之
太

/si
nd
a/

｢
時
｣
が
使
わ
れ
て
い
る
『
萬
葉
集
』
の
防
人
歌
は
二
首
し
か
な
い
が
、
詠
み
手
の
出
身
地
は
常
陸
国
と
上
野

か
み
つ
け

国
で
あ
る
。
従
っ
て
、
昔
は
相
模
国
、
常
陸
国
と
上
野
国
で
囲
ま
れ
る
三
角
形
の
領
土
に
は
ア
イ
ヌ
語
は

か
み
つ
け

分
布
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

福
田
良
輔
氏
は
、
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
『
萬
葉
集
』
の
東
国
歌
と
防
人
歌
だ
け
で
は
な
く
、
肥
前
風

土
記
歌
謡
に
も
見
ら
れ
る
た
め
、
上
代
東
国
日
本
語
の
特
別
な
言
葉
で
は
な
く
、
上
代
中
央
日
本
語
と
「
純

粋
に
語
彙
関
係
に
あ
る
」
（
福
田

1
9
6
5
:
4
2
6
）
と
の
考
え
を
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
肥
前
国
は
上
代

中
央
日
本
語
が
話
さ
れ
て
い
た
大
和
の
地
方
で
は
な
く
、
遠
い
筑
紫
の
西
北
に
あ
る
地
域
で
あ
る
。
更
に
、

『
萬
葉
集
』
の
東
国
歌
・
防
人
歌
と
肥
前
風
土
記
歌
謡
に
出
る
思
太
～
之
太
～
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
本

当
に
上
代
中
央
日
本
語
と
純
粋
に
語
彙
関
係
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ぜ
こ
の
言
葉
は
上
代
中
央
日

本
語
で
書
か
れ
て
あ
る
文
献
に
一
度
も
す
が
た
を
現
さ
な
い
の
か
が
問
題
で
あ
る
。
特
に
、
上
代
中
央
日

本
語
で
書
か
れ
て
あ
る
文
献
は
肥
前
風
土
記
歌
謡
は
も
ち
ろ
ん
、
上
代
東
国
日
本
語
で
書
か
れ
て
あ
る
文

献
の
お
よ
そ
四
十
倍
の
量
が
あ
る
た
め
、
思
太
～
之
太
～
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
本
当
に
上
代
中
央
日
本

語
の
言
葉
で
あ
れ
ば
、
現
れ
な
い
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
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出
て
く
る
肥
前
国
の
北
と
西
北
に
あ
る
松
浦
郡
の
肥
前
風
土
記
歌
謡
を
見
て
み
よ
う
。

志
努
波
羅
能

意
登
比
賣
能
古
素

佐
比
登
由
母

爲
禰
弖
牟
志
太
夜

伊
幣
爾
久
太
佐
牟

し
の
は
ら
の

お
と
ひ
め
の
こ
そ

さ
ひ
と
ゆ
も

ゐ
ね
て
む
し
だ
や

い
へ
に
く
だ
さ
む

篠
原
の
弟
姫
の
子
そ

さ
一
夜
も

率
寝
て
む
時
や

家
に
下
さ
む
（
風
歌
謡
一
一
）

し
の
は
ら

お
と
ひ
め

ひ
と
ゆ

ゐ
ね

し
だ

い
へ

く
だ

9

こ
の
歌
が
完
璧
な
上
代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
判
断
材
料

と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
こ
の
歌
に
見
ら
れ
る

y
u
「
夜
」
は
上
代
中
央
日
本
語
で
は

y
ô
で
あ
る
こ
と
。

第
二
に
、
上
代
中
央
日
本
語
の
係
助
詞

sö
~

N
sö
は
「
素
」

/sô
/
と
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、

上
代
中
央
日
本
語
で
は
「
さ
」
と
い
う
接
頭
語
は
数
詞
の
前
に
は
現
れ
な
い
（

V
o
v
in

2
0
0
5
b
:

8
2
-8
9
）

こ
と
。
第
四
に
、
上
代
中
央
日
本
語
に
は
「
く
だ
す
」
と
い
う
動
詞
の
信
頼
で
き
る
音
声
表
記
が
見
ら
れ

な
い
と
い
う
こ
と
。
以
上
四
点
に
上
代
中
央
日
本
語
の
文
献
に
は
見
ら
れ
な
い
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
が
使

わ
れ
て
い
る
事
実
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
歌
は
や
は
り
上
代
中
央
日
本
語
で
は
な
く
、
上
代
肥
前
国

の
方
言
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

よ
っ
て
、
私
は
、
福
田
説
と
は
異
な
り
、
肥
前
風
土
記
歌
謡
に
出
て
く
る
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
は
『
萬

葉
集
』
の
東
国
歌
と
防
人
歌
に
見
ら
れ
る
思
太
～
之
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
と
同
様
、
ア
イ
ヌ
語
か
ら
の
借
用
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語
に
ち
が
い
な
い
と
思
う
。
こ
こ
で
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
上
代
肥
前
国
の
方
言
の
志
太

/si
nd
a/
｢
時
｣
の
利
用
方
法
が
上
代
東
国
日
本
語
と
ア
イ
ヌ
語
と
同
様
、
動
詞
の
後
に
続
く
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
昔
ア
イ
ヌ
語
は
東
北
・
関
東
・
中
部
だ
け
で
は
な
く
、
九
州
の
西
北
に
も
分
布
し

て
い
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
肥
前
風
土
記
歌
謡
に
は
そ
の
他
の
ア
イ
ヌ
語
の
使

用
例
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
私
説
を
証
明
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
の
独
立
し
た
証
拠
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
次
に
も
う
一
つ
の
証
拠
を
見
て
み
よ
う
。

『
肥
前
風
土
記
』
の
肥
前
国
の
東
南
に
あ
る
高
来
郡
の
『
肥
前
風
土
記
』
の
記
述
に
は
、
次
の
よ
う
な

た
か
く

一
節
が
あ
る
。

土
齒
池
俗
言
岸
爲
比
遲
波

土
齒
の
池

俗
、
岸
を
言
ひ
て
比
遲
波
と
爲
す
（
肥
前
風
四
三
〇
・
三
）

ひ
ぢ
は

い
け

く
に
ひ
と

き
し

い
ひ

ぢ
は

な

10

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
比
遲
波
「
岸
」
は
肥
前
国
の
方
言
の
言
葉
に
違
い
な
い
。
通
常
、
こ
の
「
比
遲

波
」
は

/p
î
nd
ip
a/
と
読
ま
れ
る
（
秋
本

1
9
5
8
:
4
1
0
）
。
澤
潟
久
孝
氏
（

1
9
6
7
:
8
9
6
）
も
、
「
遲
」
は
常
に

/
nd
i/
で
、

/ti/
と
し
て
上
代
日
本
文
献
に
現
れ
る
事
は
な
い
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
問
題
点

が
な
い
と
は
言
え
な
い
。
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『
萬
葉
集
』
に
は
、
「
遲
」
は
音
声
表
記
の
万
葉
仮
名
と
し
て
十
三
回
出
て
く
る
。
そ
の
内
、
十
一
回

は
確
か
に

/
nd
i/
で
あ
る
が
、
残
り
の
二
回
は
間
違
い
な
く

/ti/
で
あ
る
。
そ
の
二
回
の
内
、
一
回
は
上

代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ
て
あ
る
家
持
の
歌
の
中
に
あ
り
、
も
う
一
回
は
特
別
な
上
代
東
国
日
本
語
の
特

徴
が
現
れ
な
い
防
人
の
歌
の
中
に
あ
る
。
そ
れ
ら
二
首
の
歌
を
以
下
に
あ
げ
る
。

萬
一
九
・
四
一
六
一
（
家
持
の
歌
）

言
等
波
奴

木
尚
春
開

秋
都
氣
婆

毛
美
知
遲
良
久
波

常
乎
奈
美
許
曽

こ
と
と
は
ぬ

き
す
ら
は
る
さ
き

あ
き
づ
け
ば

も
み
ち
ち
ら
く
は

つ
ね
を
な
み
こ
そ

11

言
問
は
ぬ

木
す
ら
春
咲
き

秋
付
け
ば

黄
葉
散
ら
く
は

常
を
な
み
こ
そ

萬
二
〇
・
四
三
五
三
（
防
人
の
歌
）

伊
倍
加
是
波

比
尓
々
々
布
氣
等

和
伎
母
古
賀

伊
倍
其
登
母
遲
弖

久
流
比
等
母
奈
之

い
へ
か
ぜ
は

ひ
に
ひ
に

ふ
け
ど

わ
ぎ
も
こ
が

い
へ
ご
と
も
ち
て

く
る
ひ
と
も
な
し

家
風
は

日
に
日
に
吹
け
ど

我
妹
子
が

家
言
持
ち
て

来
る
人
も
な
し

右
一
首
朝
夷
郡
上
丁
丸
子
連
大
歳

右
の
一
首
、
朝
夷
郡
の
上
丁
丸
子
連
大
歳
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ま
た
、
大
野
晋
氏
（

1
9
5
3
:
2
7
9
）
に
よ
る
と
、
「
遲
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
万
葉
仮
名
で
は
常
に

/
nd
i/

で
は
な
く
、
/ti/
で
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
森
博
達
氏
（

1
9
9
1
:
2
0
8
,
2
5
9
）
に
よ
る
と
、「
遲
」
/ti/

は
日
本
書
紀
歌
謡
に
し
か
見
ら
れ
ず
、
日
本
書
紀
訓
注
万
葉
仮
名
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
そ
う
で
あ
る
。

更
に
、
日
本
書
紀
歌
謡
に
見
ら
れ
る
「
遲
」

/ti/
は
森
博
達
氏
の
後
期
中
世
中
国
語
に
基
づ
い
た
α
群
の

万
葉
仮
名
に
出
て
く
る
と
の
事
で
あ
る
。
以
下
に
「
遲
」

/ti/
が
出
て
く
る
日
本
書
紀
歌
謡
の
部
分
を
引

12

用
す
る
。

瀰
逗
佐
倍
母
理

儺
岐
曾
褒
遲
喩
倶
謀

柯
尋
比
謎
阿
婆
例

み
づ
さ
へ
も
り

な
き
そ
ほ
ち
ゆ
く
も

か
げ
ひ
め
あ
は
れ

水
さ
へ
盛
り

泣
き
濡
ち
行
く
も

影
媛
あ
は
れ
（
紀
歌
九
四
）

13

古
事
記
歌
謡
で
は
「
遲
」
は

/
nd
i/
を
表
す
が
、
『
古
事
記
』
に
「
大
穴
牟
遲
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
神

名
（
記
上
二
五
オ
九
、
二
五
ウ
六
、
二
六
オ
二
、
二
六
ウ
九
、
二
七
オ
三
・
五
、
二
九
ウ
九
）
は
『
風

土
記
』
で
は
「
大
穴
六
道
」
/O
P
O

A
N
A

m
u
ti/ （
土
佐
風
逸
四
九
九
・
九
）
或
い
は
「
大
穴
持
」
/O
P
O

A
N
A

m
ö
ti/ （
出
雲
風
一
〇
二
：
五
、
一
〇
六
：
一
〇
・
一
二
、
一
〇
八
：
二
・
一
二
、
一
一
〇
：
一
、
一
二

六
：
四
・
七
、
一
六
六
：
一
二
、
一
六
八
：
六
、
一
八
〇
：
八
・
一
二
、
一
八
二
：
一
、
一
九
〇
：
一
四
、
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二
〇
二
：
一
・
八
・
一
〇
、
二
〇
四
：
一
・
三
、
二
〇
八
：
四
、
二
一
六
：
一
・
五
、
二
二
〇
：
一
、
二

二
四
：
一
四
、
二
二
六
：
二
・
六
、
二
三
六
：
五
・
七
・
九
、
二
三
八
：
九
、
二
四
二
：
五
、
伊
豫
風
逸

四
九
五
：
六
）
、
『
萬
葉
集
』
で
は

於
保
奈
牟
知

/o
p
o

n
a

m
u
ti/ （
萬
一
八
・
四
一
〇
六
）
、
そ
し
て
『
日

本
書
紀
』
で
は

於
褒
婀
娜
武
智

/o
p
o
an
a
m
u
ti/ （
紀
一
・
一
四
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
古
事
記
』

14

の
「
大
穴
牟
遅
」
も

*
O
P
O

A
N
A

m
u

nd
i
で
は
な
く
、

/O
P
O

A
N
A

m
u
ti/
と
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
万
葉
仮
名
の
「
遲
」
は
鼻
音
有
声
子
音
が
あ
る

/
nd
i/
の
音
節
の
み
な
ら
ず
、
無
声
子
音
が
あ
る

/ti/
の
音
節
も
表
す
事
が
で
き
る
。

従
っ
て
、
『
肥
前
風
土
記
』
の
「
比
遲
波
」
を

/p
î
nd
ip
a/
で
は
な
く

/p
îtip

a/
と
読
む
可
能
性
も
あ
る

わ
け
で
あ
る
。
『
肥
前
風
土
記
』
の

/p
îtip

a/ 「
岸
」
と
い
う
言
葉
は
、
他
の
上
代
日
本
語
文
献
に
も
、
中

古
日
本
語
文
献
に
も
、
現
代
日
本
方
言
に
も
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
語
に
は

p
étp

a
~
p
étca 「

岸
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
幌
別
方
言

p
étp

a 、
帯
広
方
言

p
étca 、

美
幌
方
言

p
etca 「

岸
」
（
服

部
1
9
6
4
:
2
1
6
）
、
旭
川
方
言

p
étca 「

岸
」
（

Id
u
tsu

2
0
0
4
:
2
5
6
)
、
釧
路
方
言

p
etca 「

岸
、
川
岸
」
（
山

15

本
2
0
0
4
:
1
9
9
）
、
樺
太
方
言

p
écara 「

寄
せ
波
が
砕
け
る
海
岸
の
部
分
」
（

D
o
b
ro
tv
o
rsk

ii
1
8
7
5
:
2
5
1
）
、

千
島
（
鳥
居
竜
蔵
資
料
）

p
et

ch
ai

im
ak
u
「
岸
」
（
服
部

1
9
6
4
:
2
1
6
）
、
千
島
（
ヴ
ォ
ズ
ネ
セ
ン
ス
キ
イ

16

資
料
）
p
ecar 「

川
岸
」
（

V
o
v
in

1
9
9
3
:
2
0
2
）
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の

p
étp

a
~
p
étca 「

岸
」

は
、

p
ét 「
川
」
と

p
á
~

cá 「
縁
」
の
合
成
語
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の

p
á
~

cá 「
縁
」
は
、
ア
イ
ヌ
祖
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語
*
p
y
aa

H
H
に
遡
る
。
ア
イ
ヌ
語
の

p
étp

a
~

p
étca

「
岸
」
は
二
つ
の
形
態
素
か
ら
な
る
合
成
語
で

17

あ
る
が
、『
肥
前
風
土
記
』
の

/p
îtip

a/ 「
岸
」
は
形
態
論
的
に
分
析
で
き
な
い
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
の

p
étp

a
~

p
étca 「

岸
」
は
北
海
道
の
方
言
に
も
、
樺
太
の
方
言
に
も
、
千
島
の
方
言
に
も
見
ら
れ
、
広
く
分
布
し

て
い
る
が
、

/p
îtip

a/ 「
岸
」
は
『
肥
前
風
土
記
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
借
用
方
向
は
ア
イ
ヌ

語
か
ら
上
代
肥
前
国
日
本
語
へ
し
か
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
最
後
に
、
日
琉
祖
語
の

*
e
と

*
o
は
琉
球

祖
語
で
は
常
に
保
存
さ
れ
、
上
代
東
国
日
本
語
で
は
多
く
の
場
合
保
存
さ
れ
、
上
代
中
央
日
本
語
で
は
あ

る
条
件
下
以
外
に
お
い
て
殆
ど
の
場
合

/i/
と

/u
/
に
な
っ
た
（
服
部
四
郎

1
9
7
6
,
1
9
7
8
-7
9
）（
早
田

1
9
9
8
）

（
S
erafim

1
9
9
9
a,

1
9
9
9
b
,
2
0
0
8
）（
日
野

2
0
0
3
）（

M
iy
ak
e
2
0
0
3
b
）
(
F
rellesv

ig
&

W
h
itm

an
2
0
0
4
,
2
0
0
8
）
。

上
に
引
用
し
た
『
肥
前
風
土
記
』
の
風
歌
謡
一
一
に
見
ら
れ
る

y
u 「
夜
」
を
上
代
中
央
日
本
語

y
ô 「
夜
」

（
<
日
琉
祖
語

*
y
o
）
と
比
較
す
る
と
、
上
代
肥
前
国
日
本
語
で
は
日
本
祖
語

*
o
>

/u
/
の
変
化
が
上
代

中
央
日
本
語
よ
り
進
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

*
e
>

/i/
の
変
化
を
示
す
デ
ー
タ
が
風
歌
謡
一
一
で
は

見
ら
れ
な
い
の
で
、
肥
前
風
土
記
逸
文
に
あ
る
風
歌
謡
一
九
を
見
て
み
よ
う
。

阿
羅
礼
布
縷

耆
資
麼
加
多
塏
塢

嵯
峨
紫
彌
苫

區
縒
刀
理
我
泥
底

伊
母
我
堤
塢
刀
縷

あ
ら
れ

ふ
る

き
し
ま
が
た
け
を

さ
が
し
み
と

く
さ
と
り
か
ね
て

い
も
が
て
を
と
る

霰
降
る

き
し
ま
が
嶽
を

嶮
し
み
と

草
取
り
か
ね
て

妹
が
手
を
取
る
（
風
歌
謡
一
九
）
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こ
の
歌
も
前
に
挙
げ
た
風
歌
謡
一
一
同
様
、
完
璧
な
上
代
中
央
日
本
語
で
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

B
en
tley
氏
が
示
し
た
よ
う
に
、
上
代
中
央
日
本
語
に
は
中
古
日
本
語
と
現

代
日
本
語
の

to
r- 「
取
る
」
に
対
応
す
る
完
全
に
異
な
る
二
つ
の
動
詞
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
甲
類

の
母
音

/ô
/
を
含
ん
で
い
た
上
代
中
央
日
本
語

tô
r- 「
持
っ
て
い
る
、
支
え
る
、
採
る
」
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
、
乙
類
の
母
音

/ö
/
を
含
ん
で
い
た
上
代
中
央
日
本
語

tö
r- 「
取
る
、
捕
る
、
つ
か
む
」
で
あ
っ

た
（

B
en
tley

1
9
9
9
）
。
し
か
し
、
風
歌
謡
一
九
は
乙
類
の
母
音

/ö
/
を
含
ん
で
い
た
上
代
中
央
日
本
語

tö
r-

「
取
る
、
捕
る
、
つ
か
む
」
を
上
代
中
央
日
本
語

tô
r- 「
持
っ
て
い
る
、
支
え
る
、
採
る
」
と
し
て
綴
っ

て
い
る
。
こ
の
現
象
と
、
前
に
言
及
し
た
風
歌
謡
一
一
で
乙
類
の
母
音

/ö
/
を
含
む
上
代
中
央
日
本
語
の

係
助
詞

sö
~

nzö
が
甲
類
の
母
音

/ô
/
を
含
む

sô
と
し
て
誤
っ
て
表
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
肥
前
上
代
日
本
語
に
は
甲
類
の
母
音

/ô
/
と
乙
類
の
母
音

/ö
/
の
区
別
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
事

が
明
ら
か
に
な
る
。

で
は
こ
こ
で
風
歌
謡
一
九
に
見
ら
れ
る
あ
る
言
葉
に
着
目
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
言
葉
と
は
「
き
し
ま
」

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
島
の
名
前
で
は
な
く
、
海
か
ら
大
分
離
れ
た
孤
立
し
た
（
山
脈
に
属
し
な
い
）
肥
前

国
の
杵
島
郡
の
山
の
名
前
で
あ
る
。
し
か
し
、
風
歌
謡
一
九
が
入
っ
て
い
る
『
肥
前
風
土
記
』
の
逸
文
に

も
、
『
肥
前
風
土
記
』
の
本
文
に
も
「
き
し
ま
」
は
「
杵
島
」
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
（
肥
前
風
四
〇
二
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：
六
、
肥
前
風
逸
五
一
五
：
一
一
）
。
風
歌
謡
一
九
に
見
ら
れ
る
「
耆
資
麼
」
と
『
肥
前
風
土
記
』
の
本

き
し

ま

文
・
逸
文
に
見
ら
れ
る
「
杵
島
」
を
比
べ
る
と
、
「
耆
資
麼
」
は
音
読
み
に
基
づ
く
書
き
方
で
、
「
杵
島
」

き
し
ま

き
し

ま
き
し
ま

は
訓
読
み
に
基
づ
く
書
き
方
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
琉
祖
語

*
sem

a 「
島
」
（
>
百
済
語

sem
a 、
中

世
韓
国
語

:sy
em
「
島
」
）
は
上
代
中
央
日
本
語
同
様
、
肥
前
上
代
日
本
語
に
お
い
て
も

sim
a
に
な
っ

た
た
め
、
上
代
肥
前
国
日
本
語
に
も

*
e
>

/i/
と
い
う
変
化
が
す
で
に
起
こ
っ
て
い
た
と
い
う
結
論
を
出

す
事
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
『
肥
前
風
土
記
』
の

/p
îtip

a/ 「
岸
」
は

*
p
etep

a
~

*
p
etip

a 「
岸
」
（
<
ア
イ

ヌ
祖
語

*
p
et-p

y
aa ）
に
遡
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。

ま
た
、
も
し
『
肥
前
風
土
記
』
の
「
比
遲
波
」
を

/p
î
nd
ip
a/
と
読
む
と
、
こ
の
論
文
の
初
め
に
言
及

し
た
ア
イ
ヌ
語
の

*
asik

ari
が
二
次
的
な
鼻
音
化
で

asi
ŋg
ari
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
上
代
東
国
日
本
語
と

同
様
、
*
p
etep

a
~
*
p
etip

a 「
岸
」
が
二
次
的
な
鼻
音
化
で

/p
î
nd
ip
a/
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
う
。

手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
「
愛
し
い
女
？
・
恋
人
？
・
少
女
？
・
固
有
名
詞
？
」

手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
と
い
う
言
葉
も
意
味
が
確
か
で
は
な
い
（
澤
潟

1
9
6
7
:

て
ご

て
ご

て
ご

な
て

ご
な

て
ご

な

4
8
2
）
が
、
固
有
名
詞
に
し
て
も
、
元
来
の
意
味
は
下
で
解
釈
す
る
。
こ
の
言
葉
は
上
代
中
央
日
本
語
で

書
い
て
あ
る
『
萬
葉
集
』
の
歌
に
も
東
国
の
歌
に
も
現
れ
る
が
、
下
に
引
用
す
る
萬
三
・
四
三
一
の
題
を



- 34 -

考
慮
す
る
と
、
上
代
東
国
日
本
語
の
言
葉
に
違
い
な
い
。
ま
た
、
萬
一
四
・
三
四
八
五
と
萬
一
四
・
三
五

四
〇
以
外
で
は
、
手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
は
常
に
「
麻
末
の
弖
胡
～
真
間
の
手
兒
名

～
麻
末
乃
弖
胡
奈
」
「
埴
科
の
石
井
の
手
児
」
或
い
は
「
東
道
の
手
児
」
と
し
て
出
て
く
る
。
「
真
間
」

は
に
し
な

い
し
ゐ

ま
ま

と
い
う
地
名
は
現
代
の
千
葉
県
市
川
市
真
間
の
付
近
の
地
で
あ
り
、
「
埴
科
」
と
い
う
地
名
は
現
代
の
長

は
に
し
な

野
県
埴
科
郡
の
地
で
あ
り
、
「
東
道
」
は
勿
論
「
東
へ
行
く
道
」
「
東
を
通
る
道
」
「
東
の
地
方
」
で
あ
る

は
に
し
な

（
中
西

1
9
8
5
:
4
1
8
,
4
7
6
,
4
8
5
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
関
東
と
中
部
の
地
名
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
そ

し
て
、
こ
の
言
葉
の
読
み
方
で
あ
る
が
、
「
て
こ
～
て
こ
な
」
と
読
む
学
者
も
、
「
て
ご
～
て
ご
な
」
と

国
ご
「
胡
」
/
ŋ
g
ô
/

こ
「
胡
」

/k
ô
/

相
模

萬
一
四
・
三
三
六
五
、
萬
一
四
・
三
三
七
二

--

下
総

萬
一
四
・
三
三
八
四

--

上
野

萬
一
四
・
三
四
〇
三
、
萬
一
四
、
三
四
〇
三

--

武
蔵

萬
二
〇
・
四
四
一
七

--

国
未
詳

萬
一
四
・
三
四
五
九
、
萬
一
四
、
三
五
三
四
、
萬
一
四
、
三
五
三
七

萬
一
四
、
三
五
四
一

合
計

９
１
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読
む
学
者
も
い
る
。
た
だ
し
、
「
て
ご
～
て
ご
な
」
の
音
声
表
記
は
二
回
し
か
な
い
が
、
そ
の
二
回
と
も

二
番
目
の
音
節
を
表
記
す
る
の
に
「
胡
」
を
使
っ
て
い
る
。
『
萬
葉
集
』
に
は
音
読
さ
れ
る
「
胡
」
は
二

十
七
回
現
れ
る
。
そ
の
二
十
七
回
の
内
、
「
胡
」
は
二
十
四
回
は
明
ら
か
に
「
ご
」

/
ŋg
ô
/ 、
二
回
は
確
か

に
「
こ
」
/k
ô
/
で
あ
る
。
残
り
の
一
回
は
正
確
に
判
断
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
「
ご
」
/
ŋg
ô
/
で
あ
ろ
う
。

東
国
の
歌
と
防
人
歌
に
は
「
胡
」
は
十
回
出
る
。
国
別
に
み
る
「
ご
」
～
「
こ
」
の
統
計
は
表
の
通
り
で

あ
る
。

上
の
統
計
に
基
づ
き
判
断
す
る
と
、
「
手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
」
は
「
て
こ
～
て

こ
な
」
で
は
な
く
、
「
て
ご
～
て
ご
な
」
と
読
ん
で
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「
て
ご
」
と
「
て
ご
な
」
の
違
い
を
考
え
る
と
、
「
て
ご
な
」
の
「
な
」
は
間
違
い
な
く
上
代

中
央
日
本
語
の
愛
称
接
尾
語
「
ら
」
に
対
応
す
る
上
代
東
国
日
本
語
の
愛
称
接
尾
語
「
な
」
で
あ
る
こ
と

(
V
o
v
in

2
0
0
5
b
:
2
1
2
-1
3
)
は
明
確
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
手
児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
」

の
語
幹
は
確
か
に
「
て
ご
」
で
あ
る
が
、
そ
の
語
源
を
説
明
す
る
前
に
、
『
萬
葉
集
』
に
出
て
く
る
「
手

児
～
弖
胡
～
手
児
名
～
手
児
奈
～
弖
胡
奈
」
の
例
を
全
部
見
て
み
よ
う
。

萬
三
・
四
三
一

過
勝
鹿
真
間
娘
子
墓
時
山
部
宿
祢
赤
人
作
歌
一
首
并
短
歌
［
東
俗
語
云
可
豆
思
賀
能
麻
末
乃
弖
胡
]
勝
鹿
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の
真
間
の
娘
子
が
墓
に
過
る
時
に
、
山
部
宿
祢
赤
人
が
作
る
歌
一
首
并
せ
て
短
歌
[
東
の
俗
語
に
云
ふ
、

か
づ
し
か
の
ま
ま
の
て
ご
］

古
昔

有
家
武
人
之

倭
文
幡
乃

帶
解
替
而

廬
屋
立

妻
問
為
家
武

勝
壮
鹿
乃

真
間
之
手
兒
名

之
奥
槨
乎

此
間
登
波
聞
杼

真
木
葉
哉

茂
有
良
武

松
之
根
也

遠
久
寸

言
耳
毛

名
耳
母
吾

者
不
可
忘

い
に
し
へ
に

あ
り
け
む
ひ
と
の

し
つ
は
た
の

お
び
と
き
か
へ
て

ふ
せ
や
た
て

つ
ま
ど
ひ
し
け

む
か
つ
し
か
の

ま
ま
の
て
ご
な
が

お
く
つ
き
を

こ
こ
と
は
き
け
ど

ま
き
の
は
や

し
げ
り
た

る
ら
む

ま
つ
が
ね
や

と
ほ
く
ひ
さ
し
き

こ
と
の
み
も

な
の
み
も
わ
れ
は

わ
す
ら
ゆ
ま
し
じ

古
に

あ
り
け
む
人
の

倭
文
機
の

帯
解
き
交
へ
て

廬
屋
建
て

妻
問
ひ
し
け
む

勝
鹿
の

真
間

の
手
児
名
が

奥
つ
城
を

こ
こ
と
は
聞
け
ど

真
木
の
葉
や

茂
り
た
る
ら
む

松
が
根
や

遠
く
久

し
き

言
の
み
も

名
の
み
も
我
は

忘
ら
ゆ
ま
し
じ

萬
三
・
四
三
二
反
歌

吾
毛
見
都

人
尓
毛
将
告

勝
壮
鹿
之

間
々
能
手
兒
名
之

奥
津
城
處

わ
れ
も
み
つ

ひ
と
に
も
つ
げ
む

か
つ
し
か
の

ま
ま
の
て
ご
な
が

お
く
つ
き
ど
こ
ろ

我
も
見
つ

人
に
も
告
げ
む

勝
鹿
の

真
間
の
手
児
名
が

奥
つ
城
所
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萬
三
・
四
三
三

勝
壮
鹿
乃

真
々
乃
入
江
尓

打
靡

玉
藻
苅
兼

手
兒
名
志
所
念

か
つ
し
か
の

ま
ま
の
い
り
え
に

う
ち
な
び
く

た
ま
も
か
り
け
む

て
ご
な
し
お
も
ほ
ゆ

勝
鹿
の

真
間
の
入
江
に

う
ち
な
び
く

玉
藻
刈
り
け
む

手
児
名
し
思
ほ
ゆ

萬
九
・
一
八
〇
七

詠
勝
鹿
真
間
娘
子
歌
一
首
并
短
歌

勝
鹿
の
真
間
娘
子
を
詠
む
歌
一
首
并
せ
て
短
歌

鷄
鳴

吾
妻
乃
國
尓

古
昔
尓

有
家
留
事
登

至
今

不
絶
言
來

勝
壮
鹿
乃

真
間
乃
手
兒
奈
我

麻
衣
尓

青
衿
著

直
佐
麻
乎

裳
者
織
服
而

髪
谷
母

掻
者
不
梳

履
乎
谷

不
著
雖
行

錦
綾
之

中
丹
膓
有

齋
兒
毛

妹
尓
将
及
哉

望
月
之

満
有
面
輪
二

如
花

咲
而
立
有
者

夏
蟲
乃

入

火
之
如

水
門
入
尓

船
己
具
如
久

歸
香
具
礼

人
乃
言
時

幾
時
毛

不
生
物
呼

何
為
跡
歟

身

乎
田
名
知
而

浪
音
乃

驟
湊
之

奥
津
城
尓

妹
之
臥
勢
流

遠
代
尓

有
家
類
事
乎

昨
日
霜

将

見
我
其
登
毛

所
念
可
聞

と
り
が
な
く

あ
づ
ま
の
く
に
に

い
に
し
へ
に

あ
り
け
る
こ
と
と

い
ま
ま
で
に

た
え
ず
い
ひ
け

る
か
つ
し
か
の

ま
ま
の
て
ご
な
が

あ
さ
ぎ
ぬ
に

あ
を
き
く
び
つ
け

ひ
た
さ
を
を

も
に
は
お



- 38 -

り
き
て

か
み
だ
に
も

か
き
は
け
づ
ら
ず

く
つ
を
だ
に

は
か
ず
ゆ
け
ど
も

し
き
あ
や
の

な
か

に
つ
つ
め
る

い
は
ひ
こ
も

い
も
に
し
か
め
や

も
ち
づ
き
の

た
れ
る
お
も
わ
に

は
な
の
ご
と

ゑ
み
て
た
て
れ
ば

な
つ
む
し
の

ひ
に
い
る
が
ご
と

み
な
と
い
り
に

ふ
ね
こ
ぐ
ご
と
く

ゆ
き
か

ぐ
れ

ひ
と
の
い

ふ
と
き

い
く
ば
く
も

い
け
ら
じ
も
の
を

な
に
す
と
か

み
を
た
な
し
り
て

な

み
の
お
と
の

さ
わ
く
み
な
と
の

お
く
つ
き
に

い
も
が
こ
や
せ
る

と
ほ
き
よ
に

あ
り
け
る
こ
と

を
き
の

ふ
し
も

み
け
む
が
ご
と
も

お
も
ほ
ゆ
る
か
も

鶏
が
鳴
く

東
の
国
に

古
に

あ
り
け
る
こ
と
と

今
ま
で
に

絶
え
ず
言
ひ
け
る

勝
鹿
の

真
間

の
手
児
名
が

麻
衣
に

青
き
衿
付
け

ひ
た
さ
麻
を

裳
に
は
織
り
着
て

髪
だ
に
も

掻
き
は
梳
ら

ず
沓
を
だ
に

は
か
ず
行
け
ど
も

錦
綾
の

中
に
包
め
る

斎
ひ
児
も

妹
に
及
か
め
や

望
月
の

足
れ
る
面
わ
に

花
の
ご
と

笑
み
て
立
て
れ
ば

夏
虫
の

火
に
入
る
が
ご
と

湊
入
り
に

舟
漕

ぐ
ご
と
く

行
き
か
ぐ
れ

人
の
言

ふ
時

い
く
ば
く

生
け
ら
じ
も
の
を

な
に
す
と
か

身
を
た
な

知
り
て

波
の
音
の

騒
く
湊
の

奥
つ
城
に

妹
が
臥
や
せ
る

遠
き
代
に

あ
り
け
る
こ
と
／
昨
日

し
／
見
け
む
が
ご
と
も

思
ほ
ゆ
る
か
も

萬
九
・
一
八
〇
八
反
歌

勝
壮
鹿
之

真
間
之
井
乎
見
者

立
平
之

水
檎
家
武

手
兒
名
之
所
念
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か
つ
し
か
の

ま
ま
の
ゐ
を
み
れ
ば

た
ち
な
ら
し

み
づ
く
ま
し
け
む

て
ご
な
し
お
も
ほ
ゆ

勝
鹿
の

真
間
の
井
を
見
れ
ば

立
ち
平
し

水
汲
ま
し
け
む

手
児
名
し
思
ほ
ゆ

萬
一
四
・
三
三
八
四
（
下
総
国
の
歌
）

し
も
ふ
さ

可
都
思
加
能

麻
末
能
手
兒
奈
乎

麻
許
登
可
聞

和
礼
尓
余
須
等
布

麻
末
乃
弖
胡
奈
乎

か
づ
し
か
の

ま
ま
の
て
ご
な
を

ま
こ
と
か
も

わ
れ
に
よ
す
と

ふ
ま
ま
の
て
ご
な
を

葛
飾
の

真
間
の
手
児
名
を

真
か
も

我
に
寄
す
と

ふ
真
間
の
手
児
名
を

萬
一
四
・
三
三
八
五
（
下
総
国
の
歌
）

し
も
ふ
さ

可
豆
思
賀
能

麻
萬
能
手
兒
奈
我

安
里
之
可
婆

麻
末
乃

於
須
比
尓

奈
美
毛
登
杼
呂
尓

か
づ
し
か
の

ま
ま
の
て
ご
な
が

あ
り
し
か
ば

ま
ま
の
お
す
ひ
に

な
み
も
と
ど
ろ
に

葛
飾
の

真
間
の
手
児
名
が

あ
り
し
か
ば

真
間
の
お
す
ひ
に

波
も
と
ど
ろ
に

萬
一
四
・
三
三
九
八
（
信
濃
国
の
歌
）

し
な
の

比
等
未
奈
乃

許
等
波
多
由
登
毛

波
尓
思
奈
能

伊
思
井
乃
手
兒
我

許
登
奈
多
延
曽
祢

ひ
と
み
な
の

こ
と
は
た
ゆ
と
も

は
に
し
な
の

い
し
ゐ
の
て
ご
が

こ
と
な
た
え
そ
ね
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人
皆
の

言
は
絶
ゆ
と
も

埴
科
の

石
井
の
手
児
が

言
な
絶
え
そ
ね

萬
一
四
・
三
四
四
二
（
国
未
詳
）

安
豆
麻
治
乃

手
兒
乃
欲
妣
左
賀

古
要
我
祢
弖

夜
麻
尓
可
祢
牟
毛

夜
杼
里
波
奈
之
尓

あ
づ
ま
ぢ
の

て
ご
の
よ
び
さ
か

こ
え
が
ね
て

や
ま
に
か
ね
む
も

や
ど
り
は
な
し
に

東
道
の

手
児
の
呼
坂

越
え
が
ね
て

山
に
か
寝
む
も

宿
り
は
な
し
に

萬
一
四
・
三
四
七
七
（
国
未
詳
）

安
都
麻
道
乃

手
兒
乃
欲
婢
佐
可

古
要
弖
伊
奈
婆

安
礼
波
古
非
牟
奈

能
知
波
安
比
奴
登
母

あ
づ
ま
ぢ
の

て
ご
の
よ
び
さ
か

こ
え
て
い
な
ば

あ
れ
は
こ
ひ
む
な

の
ち
は
あ
ひ
ぬ
と
も

東
道
の

手
児
の
呼
坂

越
え
て
去
な
ば

我
は
恋
ひ
む
な

後
は
相
寝
と
も

萬
一
四
・
三
四
八
五
（
国
未
詳
）

都
流
伎
多
知

身
尓
素
布
伊
母
乎

等
里
見
我
祢

哭
乎
曽
奈
伎
都
流

手
兒
尓
安
良
奈
久
尓

つ
る
ぎ
た
ち

み
に
そ

ふ
い
も
を

と
り
み
が
ね

ね
を
そ
な
き
つ
る

て
ご
に
あ
ら
な
く
に

剣
大
刀

身
に
添

ふ
妹
を

と
り
み
が
ね

音
を
そ
泣
き
つ
る

手
児
に
あ
ら
な
く
に
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萬
一
四
・
三
五
四
〇
（
国
未
詳
）

左
和
多
里
能

手
兒
尓
伊
由
伎
安
比

安
可
故
麻
我

安
我
伎
乎
波
夜
美

許
等
登
波
受
伎
奴

さ
わ
た
り
の

て
ご
に
い
ゆ
き
あ
ひ

あ
か
ご
ま
が

あ
が
き
を
は
や
み

こ
と
と
は
ず
き
ぬ

さ
わ
た
り
の

手
児
に
い
行
き
逢
ひ

赤
駒
が

足
掻
き
を
速
み

言
問
は
ず
来
ぬ

こ
こ
に
引
用
し
た
歌
の
後
半
の
萬
一
四
・
三
四
四
二
、
一
四
・
三
四
七
七
、
一
四
・
三
四
八
五
、
一
四
・

三
五
四
〇
を
見
る
と
、
「
て
ご
～
て
ご
な
」
の
最
も
可
能
性
の
高
い
意
味
は
「
少
女
」
で
は
な
く
、
「
恋

人
」
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
二
種
の
音
声
表
記
の
例
で
あ
る
「
弖

胡
」
と
「
弖
胡
奈
」
以
外
、「
て
ご
」
は
音
声
表
記
が
顕
著
な
東
国
の
歌
に
は
常
に
漢
字
表
記
の
「
手
児
」

と
し
て
書
か
れ
て
あ
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

「
手
児
」
を
「
手
の
児
」
の
省
略
と
し
て
日
本
語
で
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
す
る
と
お
か

て
ご

し
い
点
が
あ
る
。
日
本
語
は
、
英
語
や
ド
イ
ツ
語
の
よ
う
に
、
「
手
」
と
「
腕
」
を
区
別
す
る
。
自
分
の

恋
人
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
手
で
は
な
く
、
腕
で
抱
く
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ア
イ
ヌ
語
は
、
ロ
シ

ア
語
の
よ
う
に
、
「
手
」
と
「
腕
」
を
区
別
し
な
い
。
ア
イ
ヌ
語
で
は
、
「
手
」
と
「
腕
」
の
両
方
を

ték

と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
ア
イ
ヌ
語
に
は
、

o
「
入
れ
る
、
乗
せ
る
」
と
い
う
動
詞
が
あ
る
。
こ
の
よ
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う
に
考
え
る
と
、
「
手
児
」
は
ア
イ
ヌ
語

tek
-o
[
teg

-o
]
「
腕
に
入
れ
る
、
抱
く
」
と
解
釈
す
る
の
が
よ

て
ご

い
と
思
わ
れ
る
。
先
に
も
何
度
か
言
及
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
語
の
[
-g
- ]
は
上
代
日
本
語
の
[
-
ŋg
- ]
に

な
る
。
ま
た
、
ア
イ
ヌ
語

tek
-o
[
teg

-o
]
「
腕
に
入
れ
る
[
者
]
、
抱
く
[
者
]
」
は
「
恋
人
」
の
意
味
と
合

致
す
る
。
「
手
児
」
が
上
代
東
国
日
本
語
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
も
こ
の
分
析
を
強
く
支
持
す
る
と
考
え
て

て
ご

も
い
い
だ
ろ
う
。

東
国
の
難
解
な
歌

東
歌
の
中
に
は
難
解
な
歌
が
少
な
く
な
い
。
次
に
一
つ
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

萬
一
四
・
三
三
八
二
（
上
総
国
の
歌
）

か
み
ふ
さ

宇
麻
具
多
能

祢
呂
乃
佐
左
葉
能

都
由
思
母
能

奴
礼
弖
和
伎
奈
婆

汝
者
故
布
婆
曽
母

う
ま
ぐ
た
の

ね
ろ
の
さ
さ
ば
の

つ
ゆ
し
も
の

ぬ
れ
て
わ
き
な
ば

な
は
こ
ふ
ば
そ
も

馬
来
田
の

嶺
ろ
の
笹
葉
の

露
霜
の

濡
れ
て
我
来
な
ば

汝
は
恋
ふ
ば
そ
も

こ
の
歌
で
は
特
に
最
後
の
「
こ

ふ
ば
そ
も
」
が
問
題
に
な
る
。
色
々
な
解
釈
の
仕
方
が
考
え
ら
れ
る
が
、



- 43 -

主
な
説
を
幾
つ
か
以
下
に
引
用
す
る
。

高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
の
説
：

馬
来
田
の

嶺
ろ
の
笹
葉
の

露
霜
の

濡
れ
て
わ
来
な
ば

汝
は
恋
ふ
ば
そ
も

恋
ふ
ば
「
恋
し
く
思
う
か
ら
」
（
恋

ふ
れ
ば
の
訛
）
、
そ
も
「
で
あ
る
よ
」
と
解
釈
す
る
（
高
木
・
五
味
・

大
野

1
9
6
0
:
4
1
7
）
。

小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐

竹
昭
広
の
説
：

「
恋

ふ
ば
そ
も
」
未
詳
で
あ
る
（
小
島
・
木
下
・
佐

竹
1
9
7
3
:
4
5
6
）
。

中
西
進
の
説
：

「
恋

ふ
ば
」
未
詳
。
「
恋

ヒ
ム
」
の
訛
り
か
。
「
そ
」
は
係
助
詞
。
「
も
」
は
詠
嘆
（
中
西

1
9
8
1
:

2
5
0
）
。

澤
潟
久
孝
の
説
：

馬
来
田
の

嶺
ろ
の
笹
葉
の

露
霜
の

濡
れ
て
我
来
な
ば

汝
は
恋
ふ
ば
そ
も

汝
は
恋

ふ
ば
そ
も
「
そ
な
た
は
私
に
恋
焦
が
れ
る
こ
と
よ
」
と
解
釈
す
る
（
澤
潟

1
9
8
3
:
6
2
-6
3
）
。
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水
島

義
治
の
説
：

汝
は
恋

ふ
ば

ぞ
も
「
お
前
は
一
人
切
な
く
私
を
恋
い

慕
う
こ
と
だ
ろ
う
な
あ
」
。
「
こ

ふ
ば
」
は
「
恋
ひ

む
」
の
訛
り
（
水
島

1
9
8
6
:
1
0
5
-0
7
）
。

伊
藤
博
の
説
：

「
恋

ふ
ば

ぞ
も
」
未
詳
。
文
脈
か
ら

推
し
て
「
恋
ひ
む

ぞ
も
」
の
意
と
見
ら
れ
る
。
「

ぞ
も
」
は
強

調
、

詠
嘆
の
終
助
詞
（
伊
藤

1
9
9
7
:
3
2
7
）
。

佐
竹

昭
広
・
山
田
英
雄
・

工
藤
力

男
・
大
谷

雅
夫
・
山
崎
福
之
の
説
：

結
句
「
こ

ふ
ば
そ
も
」
意
味
不
明
（
佐

竹
昭
広
・
山
田
英
雄
・

工
藤
力

男
・
大
谷

雅
夫
・
山
崎
福
之

2
0
0
2
:

3
2
1
）
。

佐
竹

昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・

工
藤
力

男
氏
・
大
谷

雅
夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
の
説
以
外
の
解
釈
に
は
、

音
韻
学
と
文
法
上
の
観
点
か
ら
見
る
と
、
問
題
点
が
あ
る
と
思
う
。
先
ず
、「
恋
ひ
む
」

/k
ô
p
ïm

u
/
>「
恋

ふ
ば
」

/k
ô
p
u

mb
a/
の
変
化
は
上
代
東
国
日
本
語
の
音
韻
学
上
で
不
可
能
で
あ
る
。
上
代
東
国
日
本
語
に

は
/-r-/

の
脱
落
も
な
い
た
め
、
「
恋

ふ
ば
」

/k
ô
p
u
mb
a/
を
「
恋

ふ
れ
ば
」
と
し
て
説
明
す
る
事
は
で
き
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な
い
。
上
代
中
央
日
本
語
「
恋
ひ
ば
」

/k
ô
p
ï
mb
a/
に
対
応
す
る
上
代
東
国
日
本
語
「
恋

ふ
ば
」

/k
ô
p
u

mb
a/

は
想

像
で
き
る
が
、
こ
の
歌
の
文
脈
を
見
る
と
、
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
な
い
。
意
味
を
無

視
し
、
「
恋

ふ

ば
」

/k
ô
p
u

mb
a/
を
動
詞
の
条
件
形
と
し
て
考
え
て
も
、
文
法
上
の
問
題
が
残
る
。
す
な
わ
ち
、
動
詞
の

未
然
形

＋
「
ば
」
の
後
に
続
く
係
助
詞
「
そ
～

ぞ
」
ま
た
は
係
助
詞
「
そ
」
と
終
助
詞
「
も
」
と
の
結
合

で
あ
る
「
そ
も
」
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
文
法
例
は
上
代
東
国
日
本
語
に
も
上
代
中
央
日
本

語
に
も
全
く
見
ら
れ
な
い
（

V
o
v
in

2
0
0
8
b
:
1
1
8
6
-8
7
）
。

特
に
解
釈
が
困
難
で
あ
る
「
ば
そ
も
」
は
ア
イ
ヌ
語
の

*
p
ay

so
m
o
「
行
か
な
い
」
で
あ
る
と
思
う
。

し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
は
二
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
先
ず
、
現
代
ア
イ
ヌ
語
の
方
言
で
は
ア
イ
ヌ
語

p
ay
é

「
行
く
」
は
単
数
動
詞
で
は
な
く
、
複
数
動
詞
な
の
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、

驚
く
べ
き
事
に
ア
イ
ヌ

語
p
ay
é
「
行
く
」（
<
ア
イ
ヌ
祖
語

*
p
ay
-i
(
V
o
v
in

1
9
9
3
:
1
2
4
）
は

規
則
的
単
数
動
詞
の
接
尾
語

-e
<
*
-i

を
伴
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ア
イ
ヌ
語

h
o
p
ú
n
-i
「
立
ち
上
が
る
、

飛
ぶ
」
（
単
数
）
、

h
o
p
ú
n
-p
a
「
立

ち
上
が
る
、
飛
ぶ
」（
複
数
）
、
h
o
síp

-i 「
戻
る
」（
単
数
）
、
h
o
síp

-p
a 「

戻
る
」
（
複
数
）
、
k
ay
-é
<

*
k
ay
-i

「
を

折
る
」
（
単
数
）
、

k
áy
-p
a 「
を

折
る
」
（
複
数
）
、

rew
-é
<

*
rew

-i 「
を
曲
げ
る
」
（
単
数
）
、

réw
-p
a

「
を
曲
げ
る
」（
複
数
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
現
代
ア
イ
ヌ
語
複
数
動
詞

p
ay
é
「
行

く
」
に
対
応
す
る
単
数
動
詞
は
北
海
道
の
沙
流
方
言
と
千
歳
方
言
で
は

árp
a
で
、
他
の
方
言
で
は

o
m
án

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
新
し
い
発

展
の
結
果
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
つ
問
題
点
は
ア
イ
ヌ
語
の
否
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定
助
詞

so
m
o
の
位
置
で
あ
る
。
現
代
ア
イ
ヌ
方
言
で
は
否
定
助
詞
の

so
m
o
は
殆
ど
例
外
な
く
動
詞
の

後
で
は
な
く
、
動
詞
の
前
に
来
る
。
し
か
し
、
ア
イ
ヌ
語
の
よ
う
な

S
O
V
の
言
語
に
お
い
て
動
詞
の
前

18

に
否
定
助
詞
が
位
置
す
る
の
は
お
か
し
い
。
例
外
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
（
た
と
え
ば
、
中
世
韓
国
語

も
同
じ
で
あ
る
）
、
非
常
に

珍
し
い
。
と
は
言
え
、
ア
イ
ヌ
祖
語
で
は
否
定
助
詞
の
位
置
が
動
詞
の
後
で

あ
っ
た
可
能
性
を
完
全
に
否
定
す
る
事
は
で
き
な
い
。
で
は
、
も
う
一
つ
の
説
明
の
方
法
を
見
て
み
よ
う
。

上
代
日
本
語
に
は
打
消
し
の
命

令
の
形
式
「
な

―
動
詞
の
連
用
形

―
そ
」
以
外
に
、
打
消
し
は
常
に
動
詞

の
語
幹
の
後
に
出
る
た
め
、
上
代
東
国
日
本
語
の
借
用
語
に
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
の

so
m
o
は
日
本
語
の
よ

う
な
位
置
に
置
か
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。

最
後
に
「
恋

ふ
ば
そ
も
」
の
「
恋

ふ
」
に

戻
ろ
う
。
こ
の
「
こ

ふ
」
は
実
際
終

止
形
の
「
恋

ふ
」
で
は

な
く
、
上
代
中
央
日
本
語
の
連
用
形
「
恋
ひ
」

/k
ô
p
ï/
に
対
応
す
る
上
代
東
国
日
本
語
の
連
用
形
「
恋

ふ
」
で
あ
る
。
上
代
中
央
日
本
語
形
容
詞
「
恋
ひ
し
」

/k
ô
p
ïsi/
と
上
代
東
国
日
本
語
「
恋

ふ
し
」

/k
ô
p
u
si/

（
故
布
思
、
萬
一
四
・
三
四
七
六
）
も
参
照
。

上
述
の
点
を
考
慮
す
る
と
、
結

句
「
汝
は
恋

ふ
ば
そ
も
」
の
意
味
は
完
全
に
明
ら
か
に
な
る
。
「
お
前

は
［
私
を
］
恋
い

慕
っ
て
、
行
か
な
い
」
と
な
る
。
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結
論

こ
の
論
文
で
は
ア
イ
ヌ
語
が
昔
、
東
北
の
み
な
ら
ず
、
関
東
・
中
部
と
西
北
九
州
に
も
分
布
し
て
い
た

事
を
示
す
色
々
な
証
拠
を
挙
げ
た
。
東
北
か
ら
九
州
ま
で
の
分
布
で
あ
る
か
ら
、
当
然
次
の
よ
う
な
疑
問

が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
ア
イ
ヌ
語
の
名
残
は
関
西
と
中
国
地
方
に
は
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
先

ず
、
ア
イ
ヌ
語
ら
し
い
地
名
は
関
西
に
も
存
在
す
る
と
思
う
が
、
こ
の
限
ら
れ
た
論
文
中
で
は
討
論
で
き

な
い
。
第
二
に
、
関
西
と
中
国
地
方
は
東
北
・
関
東
・
中
部
と
西
北
九
州
と
比
較
す
る
と
、
よ
り
長
く
大

和
の
支

配
下
に
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
関
西
と
中
国
地
方
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
語
が
周
囲
の
地
方
よ
り
早
く
消

え
て
し
ま
っ
た
の
は
不
思
議
で
な
い
。

最
後
に
、
本
文
中
で
取
り
挙
げ
た
歌
と

si
nd
a 「
時
」
が
示
す
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
の
半
ば

ま
で
関
東
地
方
で
は
日
本
語
・
ア
イ
ヌ
語
の
二
言
語
使
用
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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上
代

・
中

古
日

本
語

文
献

省
略

出
雲
風

『
出
雲
風
土
記
』
七
三
三
年

伊
豫
風
逸
『
伊
豫
風
土
記
逸
文
』
七
三
三
年

記
『
古
事
記
』
七
一
二
年

紀
『
日
本
書
紀
』
七
二
〇
年

紀
歌

『
日
本
書
紀
歌
謡
』
七
二
〇
年

古
今
集

『
古
今
和
歌
集
』
九
二
一
年

土
佐
風
逸
『
土
佐
風
土
記
逸
文
』
七
三
三
年

肥
前
風

『
肥
前
風
土
記
』
七
三
三
年

肥
前
風
逸
『
肥
前
風
土
記
逸
文
』

風
歌
謡

『
風
土
記
歌
謡
』
七
三
三
年

萬
『
萬
葉
集
』
七
五
九
年
以
後
七
八
五
年
以
前

＊
『
古
事
記
』
は
「
古
事
記
大
成
」
、
『
日
本
書
紀
』
は
「
国
史
大
系
」
、
そ
れ
以
外
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
に
拠
っ
た
。

参
考

文
献

秋
本
吉
郎
（
校
註
）

1
9
5
8
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系

岩
波
書
店
。

2

井
筒
勝
信
（
編
）

2
0
0
2
『
ア
イ
ヌ
語
旭
川
方
言
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
辞
書
編
纂
の
た
め
の
基
礎
研
究
』
北
海
道
教
育
大
学

教
育
学
部
旭
川
校

井
筒
勝
信
（
編
）

2
0
0
3
a 『
ア
イ
ヌ
語
旭
川
方
言
辞
典
草
案
』
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
旭
川
校

井
筒
勝
信
（
編
）

2
0
0
3
b
『
ア
イ
ヌ
語
旭
川
方
言
コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
文
法
書
編
纂
の
た
め
の
基
礎
研
究
』
北
海
道
教
育
大

学
教
育
学
部
旭
川
校
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井
筒
勝
信
(
編
)

2
0
0
4
-2
0
0
5 『
ア
イ
ヌ
語
旭
川
方
言
資
料
集
成
』
二
冊
（
北
海
道
教
育
大
学
教
育
学
部
旭
川
校

2
0
0
4
-2
0
0
5

井
筒
勝
信

2
0
0
6
『

I/Y
A
Y
-P
A
K
A
S
N
U
:
ア
イ
ヌ
語
の
学
習
と
教
育
の
た
め
に
』
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

井
筒
勝
信
・
手
塚
順
孝
（
共
著
）

2
0
0
6
『
基
礎
ア
イ
ヌ
語
』
サ
ッ
ポ
ロ
堂
書
店

伊
藤
博

1
9
9
7
『
萬
葉
集
釈
注
』
七
集
英
社
。

上
村
幸
雄

2
0
0
2
「
言
語
、
そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
―
―
日
本
列
島
の
言
語
を
中
心
に
（
そ
の
１
）
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
第
六
七
巻
七
号
：
六
―
二
一
頁

上
村
幸
雄

2
0
0
3
a 「
言
語
、
そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
―
―
日
本
列
島
の
言
語
を
中
心
に
（
そ
の
２
）
」
『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』
第
六
八
巻
一
号
：
一
三
―
二
八
頁

上
村
幸
雄

2
0
0
3
b
「
言
語
、
そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
―
―
日
本
列
島
の
言
語
を
中
心
に
（
そ
の
３
）
」
『
国
文
学
解
釈
と

鑑
賞
』
第
六
八
巻
七
号
：
六
―
二
三
頁

上
村
幸
雄

2
0
0
7
「
日
本
語
・
琉
球
語
と
ア
イ
ヌ
・
エ
ミ
シ
系
言
語
と
の
関
係
」
『
沖
縄
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
資
料
』
第
一

六
五
号
：
一
―
一
五
頁

上
村
幸
雄

2
0
0
8
「
言
語
、
そ
の
過
去
、
現
在
、
未
来
―
―
日
本
列
島
の
言
語
を
中
心
に
（
そ
の
４
）
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
』
第
七
三
巻
一
号
：
一
九
六
―
二
一
一
頁

太
田
満

2
0
0
5
『
旭
川
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
ア
イ
ヌ
語
研
究
会

大
野
晋

1
9
5
3
『
上
代
仮
名
遣
い
の
研
究
』
岩
波
書
店

澤
潟
久
孝
（
代
表
）

1
9
6
7
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
・
上
代
編
』
三
省
堂

澤
潟
久
孝
（
編
）

1
9
8
3
『
萬
葉
集
注
釈
』
第
十
四
巻

中
央
公
論
社

菅
野
茂

2
0
0
2
『
菅
野
茂
の
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
増
補
版

三
省
堂

金
田
一
京
助

2
0
0
4
『
古
代
蝦
夷
(
え
み
し
)
と
ア
イ
ヌ
』
工
藤
雅
樹
（
編
）

平
凡
社

黒
板
勝
美
（
編
）

1
9
6
6
『
日
本
書
紀
』
新
訂
増
補
国
史
大
系
１
上
・
下

吉
川
弘
文
館
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小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
佐
竹
昭
広

1
9
7
1
-7
5
『
萬
葉
集
』
日
本
古
典
文
学
全
集

‐
小
学
館

2

5

佐
伯
梅
友

1
9
5
9
『
奈
良
時
代
の
国
語
』
三
省
堂

坂
井
誠
一
（
代
表
）

1
9
7
9
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
第
十
六
巻
・
富
山
県

角
川
書
店

佐
竹
昭
広
･
山
田
英
雄
･
工
藤
力
男
･
大
谷
雅
夫
･
山
崎
福
之

2
0
0
2
『
萬
葉
集
』
三

新
日
本
古
典
文
学
大
系

岩
波
書
店

3

高
木
市
之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
(
共
編
)

1
9
5
7
-6
2
『
萬
葉
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系

‐
岩
波
書
店

3

7

高
木
市
之
助
・
富
山
民
蔵
（
共
編
）

1
9
7
4
「
古
事
記
総
索
引
本
文
編
･
総
索
引
編
」
『
古
事
記
大
成
』
第
７
‐

８
巻
平
凡
社

高
瀬
重
雄
（
監
修
）

1
9
9
4
『
富
山
県
の
地
名
』
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』

平
凡
社

16

田
村
す
ず
子

1
9
9
6
『
沙
流
方
言
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
草
風
館

知
里
真
志
保

1
9
5
6
a 『
地
名
ア
イ
ヌ
語
小
辞
典
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

知
里
真
志
保

1
9
5
6
b
『
ア
イ
ヌ
語
入
門
』
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー

知
里
真
志
保

1
9
7
6
『
分
類
ア
イ
ヌ
語
辞
典
・
植
物
編
・
動
物
編
』
知
里
真
志
保
著
作
集

別
巻
Ｉ

平
凡
社

手
塚
梨
恵
・
上
野
愛
理
・
倉
重
裕
美
・
中
田
恭
平
・
山
下
真
悟
・
坂
田
亜
里
沙
（
共
編
）

2
0
0
8
『
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
語
辞

典
』
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

談
話
・
語
用
論
ゼ
ミ

土
橋
寛
（
編
）

1
9
5
7
「
風
土
記
歌
謡
」
土
橋
寛
・
小
西
甚
一
(
共
編
)
『
古
代
歌
謡
集
』
日
本
古
典
文
学
大
系

岩
波
書
店

3

中
川
裕

1
9
9
5
『
千
歳
方
言
ア
イ
ヌ
語
辞
典
』
草
風
館

中
川
裕
・
中
本
ム
ツ
子

1
9
9
7
『
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ア
イ
ヌ
語
』
白
水
社

中
西
進

1
9
8
1
『
万
葉
集
』
全
訳
注
原
文
付
（
三
）
講
談
社

中
西
進

1
9
8
5
『
万
葉
集
事
典
』
講
談
社

西
鶴
定
嘉

1
9
9
6
『
東
北
六
県
ア
イ
ヌ
語
地
名
辞
典
』
国
書
刊
行
会

服
部
四
郎
（
編
）

1
9
6
4
『
ア
イ
ヌ
語
方
言
辞
典
』
岩
波
書
店

服
部
四
郎

1
9
7
6
「
琉
球
方
言
と
本
土
方
言
」
『
沖
縄
学
の
黎
明

伊
波
普
猷
生
誕
百
年
記
念
誌
』
伊
波
普
猷
生
誕
百
年
記
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念
会
（
編
）

七
―
五
五
頁

服
部
四
郎

1
9
7
8
-7
9
「
日
本
祖
語
に
つ
い
て
」
『
言
語
』
連
載
一
―
二
二

早
田
輝
洋

1
9
9
8
「
上
代
日
本
語
の
音
節
構
造
と
オ
列
甲
乙
の
別
」
『
音
声
研
究
』
二
：
二
五
―
三
三
頁

日
野
資
成

2
0
0
3 「
日
本
祖
語
の
母
音
体
系
―
―
上
代
東
国
方
言
資
料
に
よ
る
再
構
」『
日
本
語
系
統
論
の
現
在

P
ersp

ectives

o
n
th
e
O
rig

in
s
o
f
th
e
Ja
p
a
n
ese

la
n
g
u
a
g
e 』

長
田
俊
樹
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
ボ
ビ
ン
（
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン
）
共
編

京
都

：
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

一
八
七
―
二
〇
六
頁

福
田
良
輔

1
9
6
5
『
奈
良
時
代
東
国
方
言
の
研
究
』
風
間
書
院

水
島
義
治

1
9
8
6
『
萬
葉
集
全
註
』
第
十
四
巻

有
斐
閣

森
博
達

1
9
9
1
『
古
代
の
音
韻
と
日
本
書
紀
の
成
立
』
大
修
館
書
店

山
本
多
助

2
0
0
4
『
ア
イ
ヌ
語
釧
路
方
言
語
彙
』
切
替
英
雄
（
監
修
）

釧
路
ア
イ
ヌ
語
の
会

B
atch

elo
r,
Jo
h
n
1
9
2
6
.
A
n
A
in
u
-E
n
g
lish

-Ja
p
a
n
ese

D
ictio

n
a
ry.

3
rd

ed
itio

n
.T
o
k
y
o
an
d
L
o
n
d
o
n
:
K
y
o
u
b
u
n
k
an

B
en
tley

,
Jo
h
n
1
9
9
9
.
"T

h
e
v
erb

T
O
R
U

in
O
ld

Jap
an
ese."

Jo
u
rn
a
l
o
f
E
a
st
A
sia

n
L
in
g
u
istics

8
:
1
3
1
-4
6
.

D
o
b
ro
tv
o
rsk

ii,
M
ik
h
ail

M
.
1
8
7
5
.
A
in
sko

-ru
sskii

slo
va
r （
『
ア
イ
ヌ
語
・
ロ
シ
ア
語
辞
典
』
）
。
K
azan

':
K
azan

'
U
n
iv
ersity

.

F
rellesv

ig
,
B
jark

e
&

Jo
h
n
W
h
itm

an
2
0
0
4
.
'T
h
e
v
o
w
els

o
f
P
ro
to
-Jap

an
ese.'

Ja
p
a
n
ese

L
a
n
g
u
a
g
e
a
n
d
L
itera

tu
re

3
8
:

2
8
1
-9
9
.

F
rellesv

ig
,
B
jark

e
&

Jo
h
n
W
h
itm

an
2
0
0
8
.
"E

v
id
en
ce

fo
r
sev

en
v
o
w
els

in
p
ro
to
-Jap

an
ese."

In
:
P
ro
to
-Ja

p
a
n
ese:

Issu
es

a
n
d
P
ro
sp
ects.

B
jark

e
F
rellesv

ig
,
Jo
h
n
W
h
itm

an
(
ed
s. )

.
A
m
sterd

am
:
Jo
h
n
B
en
jam

in
s:
2
0
0
8
,
p
p
.
1
5
-4
1
.

H
am

an
o
,
S
h
o
k
o

2
0
0
0
.
"V

o
icin

g
o
f
o
b
stru

en
ts

in
O
ld

Jap
an
ese:

ev
id
en
ce

fro
m

th
e
so
u
n
d

sy
m
b
o
lic

stratu
m
."

Jo
u
rn
a
l
o
f
E
a
st
A
sia

n
L
in
g
u
istics

9
.2
:
2
0
7
-2
5
.

Id
u
tsu

,
K
atsu

n
o
b
u

2
0
0
4
.
T
h
e

A
in
u

L
a
n
g
u
a
g
e:

A
L
in
g
u
istic

In
tro

d
u
ctio

n
.
A
sah

ik
aw

a,
H
o
k
k
aid

ō
:
H
o
k
k
aid

ō
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U
n
iv
ersity

o
f
E
d
u
catio

n
.

M
artin

,
S
am

u
el

E
.
1
9
8
7
.
T
h
e
Ja
p
a
n
ese

L
a
n
g
u
a
g
e
T
h
ro
u
g
h
T
im

e.
N
ew

H
av
en

&
L
o
n
d
o
n
:
Y
ale

U
n
iv
ersity

P
ress.

M
iy
ak
e,

M
arc

H
.
2
0
0
3
a.

O
ld

Ja
p
a
n
ese:

a
p
h
o
n
etic

reco
n
stru

ctio
n
.
L
o
n
d
o
n
&

N
ew

Y
o
rk
:
R
o
u
tled

g
e/C

u
rzo

n
.

M
iy
ak
e,

M
arc

H
.
2
0
0
3
b
.
"P
h
ilo

lo
g
ical

ev
id
en
ce

fo
r
*
e
an
d
*
o
in

P
re-O

ld
Jap

an
ese."

D
ia
ch
ro
n
ica

2
0
.1
:
8
3
-1
3
7
.

P
iłsu

d
sk
i,

B
ro
n
isław

1
9
9
8
[
1
9
1
2
]
.
T
h
e
C
o
llected

W
o
rks

o
f
B
ro
n
isła

w
P
iłsu

d
ski.

V
o
l.

2
:
A
in
u

L
an
g
u
ag
e
an
d

F
o
lk
lo
re

M
aterials.

A
lfred

M
ajew

itcz
(
ed
. )
.
B
erlin

&
N
ew

Y
o
rk
:
M
o
u
to
n
d
e
G
ru
y
ter.

S
erafim

,
L
eo
n

A
.
1
9
9
9
a.

"W
h
y

P
ro
to
-Jap

o
n
ic

h
ad

at
least

six
,
n
o
t
fo
u
r
v
o
w
els."

P
resen

tatio
n

g
iv
en

at
th
e

U
n
iv
ersity

o
f
H
aw

aii
at

M
ān
o
a
L
in
g
u
istics

D
ep
artm

en
t
T
u
esd

ay
S
em

in
ar.

S
erafim

,
L
eo
n
1
9
9
9
b
.
"R

eflex
es

o
f
P
ro
to
-K

o
reo

-Jap
o
n
ic

M
id

V
o
w
els

in
Jap

o
n
ic

an
d
K
o
rean

."
P
ap
er

p
resen

ted
at

th
e

In
tern

atio
n
al

C
o
n
feren

ce
o
n

H
isto

rical
L
in
g
u
istics

X
IV
(
C
o
p
en
h
ag
en
)
,
W
o
rk
sh
o
p

o
n

K
o
rean

-Jap
an
ese

C
o
m
p
arativ

e
L
in
g
u
istics.

S
erafim

,
L
eo
n
A
.
2
0
0
8
.
"T

h
e
u
ses

o
f
R
y
u
k
y
u
an

in
u
n
d
erstan

d
in
g
Jap

an
ese

lan
g
u
ag
e
h
isto

ry
."

In
:
P
ro
to
-Ja

p
a
n
ese:

Issu
es

a
n
d
P
ro
sp
ects.

B
jark

e
F
rellesv

ig
,
Jo
h
n
W
h
itm

an
(
ed
s. )

.
A
m
sterd

am
:
Jo
h
n
B
en
jam

in
s:
2
0
0
8
,
p
p
.
7
9
-9
9
.

S
h
im

ab
u
k
u
ro
,
M
o
riy

o
2
0
0
7
.
T
h
e
A
ccen

tu
a
l
H
isto

ry
o
f
th
e
Ja
p
a
n
ese

a
n
d
R
yu
kyu

a
n
L
a
n
g
u
a
g
es

-
A
R
eco

n
stru

ctio
n
.

F
o
lk
esto

n
e:

G
lo
b
al

O
rien

tal.

U
n
g
er,

J.
M
arsh

all
2
0
0
3
.
"A

ltern
atio

n
s
o
f
m

an
d
b
in

E
arly

M
id
d
le

Jap
an
ese:

T
h
e
D
eep

er
S
ig
n
ifican

ce
o
f
th
e

S
o
u
n
d
-S
y
m
b
o
lism

S
tratu

m
."

P
ap
er

p
resen

ted
at

In
tern

atio
n
al

C
o
n
feren

ce
o
n

H
isto

rical
L
in
g
u
istics

X
IV

(
C
o
p
en
h
ag
en
)
,
W
o
rk
sh
o
p
o
n
K
o
rean

-Jap
an
ese

C
o
m
p
arativ

e
L
in
g
u
istics.

U
n
g
er,

J.
M
arsh

all
2
0
0
8
.
"E

arly
Jap

an
ese

lex
ical

strata
an
d
th
e
allo

p
h
o
n
es

o
f
/g
/."

In
:
P
ro
to
-Ja

p
a
n
ese:

Issu
es

a
n
d

P
ro
sp
ects.

B
jark

e
F
rellesv

ig
,
Jo
h
n
W
h
itm

an
(
ed
s. )

.
A
m
sterd

am
:
Jo
h
n
B
en
jam

in
s:
2
0
0
8
,
p
p
.
4
3
-5
3
.

V
o
v
in
,
A
lex

an
d
er

1
9
9
3
.
A
R
eco

n
stru

ctio
n
o
f
P
ro
to
-A
in
u
.
L
eid

en
:
E
.
J.
B
rill.
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V
o
v
in
,
A
lex

an
d
er

2
0
0
5
a.

"T
h
e
E
n
d
o
f
th
e
A
ltaic

C
o
n
tro

v
ersy

,"
C
en
tra

l
A
sia

tic
Jo
u
rn
a
l
4
9
.1
:
7
1
-1
3
2
.

V
o
v
in
,
A
lex

an
d
er

2
0
0
5
b
.
A
D
escrip

tive
a
n
d
C
o
m
p
a
ra
tive

G
ra
m
m
a
r
o
f
W
estern

O
ld

Ja
p
a
n
ese.

p
art

1
:
In
tro

d
u
ctio

n
,

W
ritin

g
S
ystem

a
n
d
P
h
o
n
o
lo
g
y,

L
exico

n
,
N
o
m
in
a
ls.

X
IX

+
4
1
2
p
p
.,
F
o
lk
esto

n
e:

G
lo
b
al

O
rien

tal.

V
o
v
in
,
A
lex

an
d
er

2
0
0
8
a.

"P
ro
to
-Jap

o
n
ic

b
ey
o
n
d
th
e
accen

t
sy
stem

."
In
:
P
ro
to
-Ja

p
a
n
ese:

Issu
es

a
n
d
P
ro
sp
ects.

B
jark

e
F
rellesv

ig
,
Jo
h
n
W
h
itm

an
(
ed
s. )

.
A
m
sterd

am
:
Jo
h
n
B
en
jam

in
s:
2
0
0
8
,
p
p
.
1
4
1
-5
6
.

V
o
v
in
,
A
lex

an
d
er

2
0
0
8
b
(
fo
rth

co
m
in
g
)
.
A
D
escrip

tive
a
n
d
C
o
m
p
a
ra
tive

G
ra
m
m
a
r
o
f
W
estern

O
ld

Ja
p
a
n
ese.

p
a
rt

2
:
A
d
jectives,

V
erb

s,
A
d
verb

s,
C
o
n
ju
n
ctio

n
s,

P
a
rticles,

P
o
stp

o
sitio

n
s.

X
X
X
+
9
8
8
p
p
.,
F
o
lk
esto

n
e:

G
lo
b
al

O
rien

tal.

注

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
の
井
筒
勝
信
先
生
は
ア
イ
ヌ
語
へ
の
翻
訳
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
。

1

標
準
語
で
も

/h
i/
は
よ
く

/śi/ と
発
音
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、

/h
ito

/
「
人
」
>
[
śito
]
。
そ
の
音
声
変
化
は
多
く
の

2日
本
方
言
だ
け
で
な
く
、
韓
国
語
の
方
言
に
も
ツ
ン
グ
ー
ス
諸
言
語
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
代
日
本
語
に
は

/h
/
と
い
う
音
素
が
な
か
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
反
映
は
母
音
の
間
に
出
る
上
代
日
本
語
の
無
声
破
裂
音

/p
/,
/t/,

/k
/
は
有
声
破
裂
音
[
b
]
,
[
d
]
,
[
g
]

3と
し
て
発
音
さ
れ
た
と
い
う

H
am

an
o
-U

n
g
er
の
仮
説
（

H
am

an
o

2
0
0
0
）
、
（

U
n
g
er

2
0
0
3
,
2
0
0
5
）
に
対
す
る
も
う
一

つ
の
反
証
に
な
る
。

H
am

an
o
-U

n
g
er
の
仮
説
へ
の
他
の
反
証
に
つ
い
て

V
o
v
in
(
2
0
0
5
b
:
3
7
-3
8
)
を
参
照
。

『
源
平
盛
衰
記
』
は
『
源
平
盛
衰
記
』
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。

げ
ん
ぺ
い
じ
よ
う
す
い
き

げ
ん

ぺ
い

せ
い

す
い

き

4

ア
イ
ヌ
語

o
y
aw

k
in
a 「
は
こ
べ
」
は

B
atch

elo
r
の
辞
典
に
も

o
y
au

k
in
a
と
し
て
記
録
さ
れ
て
あ
る
（

1
9
2
6
:
3
5
5
）

5の
で
、
一
九
世
紀
の
北
海
道
方
言
に
も
あ
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
伝
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
探
し
出
し
て
く
れ
た
妻
の
石
崎
（
ヴ
ォ
ヴ
ィ
ン
）
賛
美
に
感
謝
を
表
す
。

6
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『
萬
葉
集
』
の
第
十
四
巻
末
に
防
人
歌
が
十
二
首
も
集
め
ら
れ
て
あ
る
が
、
そ
の
内
に
は
思
太
～
之
太

/sin
d
a/
｢
時
｣

7と
い
う
言
葉
は
見
ら
れ
な
い
。

あ
は
の
へ

/ap
-an

-ö
p
-y
e/
「
逢
わ
な
か
っ
た
り
す
る
」
に
見
ら
れ
る
上
代
東
国
日
本
語
の

-e
は
（
甲
類
の

-y
e
と
し

8て
書
か
れ
て
い
る
）
上
代
東
国
日
本
語
の
特
別
な
連
体
形
で
あ
る
ら
し
い
。
後
に
引
用
し
た
萬
二
〇
・
四
四
〇
七
の
こ

え
/k
ô
y
-e/ も

参
照
。
西
洋
の
言
語
学
者
の
大
部
分
は
上
代
以
前
日
本
語
(
p
re-O

ld
Jap

an
ese )

の
連
体
形
が
元
来
甲
類

の
/ô
/
で
あ
っ
た
と
信
じ
て
い
る
（

F
rellesv

ig
,
S
erafim

,
W
h
itm

an
と
の
個
人
的
な
話
し
合
い
に
よ
る
）
。
上
代
東
国

日
本
語
で
は
連
体
形
は
甲
類
の

/ô
/ と
も
乙
類
の

/ö
/
と
も
書
か
れ
て
い
る
が
、
上
代
東
国
日
本
語
で
は
甲
類
の

/ô
/ と

乙
類
の

/ö
/ の
区
別
が
消
滅
し
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
混
合
し
た
書
か
れ
方
も
納
得
で
き
る
。
私
の
意
見
で
は
、
連
体

形
は
甲
類
の

/ô
/ よ
り
乙
類
の

/ö
/ で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
う
。
そ
の
一
つ
の
証
拠
と
し
て
、
上
代
中
央
日
本
語

の
繋
辞
の

n
-
の
連
体
形
は

n
-ö
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
に
言
及
し
た
上
代
東
国
日
本
語
に
現
れ
る

-e
の
連

体
形
は
も
う
一
つ
の
証
拠
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
上
代
東
国
日
本
語
の

/e/
と
上
代
中
央
日
本
語

の
/ö
/
の
間
に
何
か
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
事
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
上
代
中
央
日
本
語
の

k
ö
k
ö
rö

「
心
」
と
上
代
東
国
日
本
語
の

k
ek
ere （

古
今
集
二
〇
・
一
〇
九
七
）
を
参
照
。

『
肥
前
風
土
記
歌
謡
』
の
引
用
は
（
秋
本

1
9
5
8
）
に
よ
る
。
し
か
し
、『
肥
前
風
土
記
歌
謡
』
の
番
号
は
（
土
橋

1
9
5
7
）

9に
よ
る
。
そ
し
て
、
万
葉
仮
名
の
「
素
」
は
上
代
日
本
語
に
は

/N
sö
/
で
は
な
く
、

/sô
/
で
あ
る
か
ら
、
仮
名
の
書
き

下
し
に
は
秋
本
の
「
ぞ
」
を
「
そ
」
に
変
え
た
。

『
肥
前
風
土
記
』
の
引
用
は
（
秋
本

1
9
5
8
）
に
よ
る
。

10

こ
の
歌
の
「
遲
」
は

/ti/ で
あ
る
理
由
に
つ
い
て
は
高
木
氏
な
ど
の
意
見
も
参
照
（
高
木
な
ど

1
9
5
7
-6
2
:
3
2
7
）
。

11

た
だ
し

M
arc

H
.
M
iy
ak
e
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
森
（

1
9
9
1
）
の
α

/ β
区
別
は
理
解
が
困
難
で
あ
る
（

2
0
0
3
a:

5
7
-6
0
）
。

12

『
日
本
書
紀
歌
謡
』
の
引
用
は
（
土
橋

1
9
5
7
）
に
よ
る
。

13

『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
（
黒
板
勝
美

1
9
6
6
）
に
よ
る
。

14
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旭
川
方
言
の

p
étcam

「
岸
」
は
<

*
p
et-sam

か
ら
発
展
し
た
形
な
の
で
（
太
田

2
0
0
5
:

1
5
8
）
、

p
étca
に
は
関
係
が
な

15い
。im
ak
u
は

im
ak 「
歯
」
の
所
属
形

im
ak
-u
で
あ
ろ
う
。
千
島
（
鳥
居
竜
蔵
資
料
）
im

ak
,
im

ak
u 「
歯
」（
服
部

1
9
6
4
:
6
）

16参
照
。

前
に
は

*
p
raa

H
H
と
し
て
再
構
し
た
（

V
o
v
in

1
9
9
3
:
3
4
-3
5
,
1
2
7
）
が
、
今
は

*
p
r- よ
り
は

*
p
y
- の
再
構
は
自

然
だ
と

17思
う
。

例
外
は

so
m
o
が
助
動

詞
k
i
「
す
る
」
で

伴
う

場
合
に
、

so
m
o
k
i
が

主
動

詞
の
後
に
出
る
。

18

注
記

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
二
一
五
回
の
原
題
「
萬
葉
集
に
見
ら
れ
る
不
思
議
な
言
葉
と
上
代
日
本
列
島
に
於
け

る
ア
イ
ヌ
語
の
分
布
」
を
改
題
し
た
も
の
で
あ
る
。
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者の方々との貴重な交流を持つ事ができました。また、京都大学でも、田

窪行則先生にご尽力いただき、発表の機会をいただきました。その際には、

田窪先生より色々なご指導を賜りました。更に、かりまたしげひさ先生の

ご招待で、琉球大学の言語学学会において発表とそれに続く特別な講演を

行う機会も頂きました。厚く感謝を申し上げます。そして、長年、私の支

持者であり協力者である長田俊樹先生の総合地球環境学研究所のゼミにも

ご招待いただき、学会での発表の機会をいただきました。私の今回の日本

での滞在をかけがえの無い貴重なものにして下さった上述の先生方にこの

場をお借りして感謝申し上げます。

日文研の豊富な資料に加え、外部からも貴重な資料を入手する事ができ

ました。特に、CCC 研究所所長である崎谷満先生と北海道教育大学旭川

校の井筒勝信先生と手塚順孝先生にアイヌ語に関わる資料を多数いただき

ました。有難うございました。

愛知大学の須田淳一先生との再会は大変楽しかったです。また、学会に

属しない知り合いの方々との再会も有意義でした。

末筆ながら、今回の滞在中、大変にお世話になりました日文研の皆様に

も、この場をお借りしてお礼を申し上げたいと思います。特に、二度に亘

る日文研での滞在中、いつも変わらず私を支持して下さった恩人の鈴木貞

美先生、私の万葉集の研究に関する様々な質問に親切に答えて下さり、同

フォーラムの発表時に貴重なコメントをして下さった光田和伸先生、そし

て日文研における生活を色々な面から支えて下さった海外研究交流室の奥

野由樹子様、佐々木彩子様、小林和夫様、昔の学生で親友のジム・バスキ

ンド君など、皆様のご親切なご援助あってこその実り在る滞在でした。



- 57 -

発表を終えて

時が経つのは早いもので、日文研フォーラムの発表を終えて、もう半年

以上になるとは信じ難い事です。今回の発表を通して述べたかった事は次

の二点です。一点目は、奈良時代以前の上代日本におけるアイヌ語の分布

は通常考えられている範囲をはるかに超えた広い地域に渡っていたと思わ

れる事です。この点から、アイヌ人は、おそらく日本列島の原住民であっ

たにちがいないと考えられます。そして二点目は、アイヌ語が日本語の影

響を受けた事は勿論ですが、アイヌ語からの日本語への影響も認められる

べきだという事です。発表では以上について歴史的言語学の立場から簡単

にご説明させていただきましたが、滞在中のカウンターパートの光田和伸

先生のコメントの助けもあり、発表後の質疑応答時には学者の方々だけで

なく、一般市民の皆様からも非常に興味深い貴重なコメントを多数いただ

きました。私の発表にお集まりいただいた皆様に、改めて感謝の意を表し

たいと思います。

さて、私の今回の日文研での研究プロジェクトは「万葉集の英語の翻訳

と注釈」でしたが、大勢の方々のご協力をいただき、「万葉集」の第十五

巻の翻訳と注釈を完成させる事ができました。これは、私が今後引き続き

進めていく他の巻の翻訳と注釈の基礎となる内容となっており、今年の四

月には英国の Global Oriental社より出版される予定です。

また、今回の日文研での滞在中には、私自身の研究プロジェクトに携わ

る以外にも様々な貴重で有意義な経験をさせていただきました。まず、日

文研主催の宇野隆夫先生と王維坤先生の共同研究会に参加する機会をいた

だきました。同研究会では日本古典に現れる剣の名前と「ひれ」について

の発表をさせていただきました。この研究会を通して日本の有名な考古学



回 年 月 日 発 表 者・テ ー マ

日文研フォーラム開催一覧

○101
9.11.11

（1997）

金
KIM

禹昌
Uchang

（高麗大学校文科大学教授・日文研客員教授）

Livia
リヴィア・

MONNET
モ ネ

（モントリオール大学準教授・日文研来訪研究員）

Carl
カール・

MOSK
モ ス ク

（ヴィクトリア大学教授・日文研客員教授）

Jan
ヤ ン・

SYKORA
シ コ ラ

（カレル大学助教授・日文研客員助教授）

鶴田
K i n y a

欣也
TSURUTA

（ブリティッシュコロンビア大学教授・日文研客員教授）

パネルディスカッション

「日本および日本人―外からのまなざし」

○102
9.12. 9 Jonah

ジ ョ ナ・

SALZ
サ ル ズ

（龍谷大学助教授）

「猿から尼まで―狂言役者の修業」

103
10. 1.13

（1998）

姜
KANG

信
Shin-pyo

（仁済大学校人文社会科学研究所教授・日文研客員教授）

「京都考見録：韓国文化人類学者の経験」

105
10. 3. 3 Stefan

シュテファン・

KAISER
カ イ ザ ー

（筑波大学教授）

「和魂漢才、和魂洋才―語彙・表記に見る日本文化の特性」

106
10. 4. 7 Sumie A. JONES

ス ミ エ  A .  ジ ョ ー ン ズ

（インディアナ大学教授・日文研客員教授）

「幽霊と妖怪の江戸文学」

107
10. 5.19 Livia

リヴィア・

MONNET
モ ネ

（モントリオール大学準教授・日文研来訪研究員）

「映画と文学の間に―金井美恵子の小説における映画的身体」

○108
10. 6. 9 島崎

Hiroshi

博
SHIMAZAKI

（レスブリッジ大学教授・日文研客員教授）

「化粧の文化地理」

○104
10. 2.10 高

GAO

文漢
Wenhan

（山東大学教授・日文研客員教授）

「中世禅林の異端者―一休宗純とその文学」



110
10. 9. 8 Bruno

ブ ル ー ノ・

RHYNER
リ ー ネ ル

（チューリッヒ大学講師・ユング派精神分析

家・日文研客員助教授）

「日本の教育がかかえる問題点」

○111
10.10. 6 Ahmed

ア ハ マ ド・

M. F. MOSTAFA
ムハマド・ファトヒ・モスタファ

（カイロ大学講師・日文研客員助教授）

「『愛玩』―安岡章太郎の『戦後』のはじまり」

○112
10.11.10 Alison

ア リ ソ ン・

McQUEEN-TOKITA
ト キ タ

（モナシュ大学助教授・日文研客員助教授）

「『道行き』と日本文化―芸能を中心に」

113
10.12. 8 Glenn

グ レ ン・

HOOK
フ ッ ク

（シェフィールド大学教授・東京大学客員教授）

「地域主義の台頭と東アジアにおける日本の役割」

○114
11. 1.12

（1999）

杜　勤
D U  Q i n

（華東師範大学助教授・華東師範大学外国語学院

第２学部副学部長・日文研客員助教授）

「『中』のシンボリズムについて―宇宙論からのアプローチ」

○109
10. 7.14

（1998）

丘　培培
P e i p e i  Q I U

（バッサー大学助教授・日文研来訪研究員）

「なぜ荘子の胡蝶は俳諧の世界に飛ぶのか

―詩的イメージとしての典故―」

115
11. 2. 9 Sheila

シ ー ラ・

SMITH
ス ミ ス

（ボストン大学助教授・日文研客員助教授）

「日本の民主主義―沖縄からの挑戦」

○116
11. 3.16 Edwin

エドウィン

A.
A .

CRANSTON
ク ラ ン ス ト ン

（ハーバード大学教授・日文研客員教授）

「うたの色々：翻訳は詩歌の詩化または死化？」

○117
11. 4.13 William

ウ ィ リ ア ム

J.
J .

TYLER
タ イ ラ ー

（オハイオ州立大学助教授・日文研客員助教授）

「石川淳著『黄金傳説』その他の翻訳について」

○118
11. 5.11 金

KIM

知見
Ji Kyun

（韓国・仏教教育大学大学院長・日文研客員教授）

「内藤湖南先生の眞蹟―高麗太祖顕陵詩」



119
11. 6. 8

（1999）

Marija
マ リ ア ・

VOJVODIC
ヴォイヴォディッチ

（モンテネグロ共和国政府民営化推進部外資担当課長・

日文研客員助教授）

「言葉いろいろ―日本の言葉に反映された文化の特徴」

○120
11. 7.13

リース
R E E C E

・幸子
Sachiko

滝
Taki

（米国・ケドレン精神衛生センター箱庭療法トレーニングコン

サルタント・日文研客員助教授）

「心理臨床の場に映った私生活の中の暴力と社会の中の暴力」

○121
11. 9. 7 宋 敏

SONG Min

（韓国・国民大学校文化大学学長・日文研客員教授）

「明治初期における朝鮮修信使の日本見聞」

○122
11.10.12 Jean

ジ ャ ン

-
-

Noe� l
ノ エ ル・

A.
A .

ROBERT
ロ ベ ー ル

（フランス・パリ国立高等研究院教授・日文研客員教授）

「二十一世紀の漢文―死語の将来―」

○123
11.11.16

Vladislav
ヴラディスラブ・

Nikanorovich
ニ カ ノ ロ ヴ ィ ッ チ・

GOREGLIAD
ゴ レ グ リ ャ ー ド

（ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクトペテルブルク

支部極東部長・日文研客員教授）

「鎖国時代のロシアにおける日本水夫たち」

○124
11.12.14 楊 暁捷

X.  J i e  YANG

（カルガリー大学準教授・日文研客員助教授）

「鬼のいる光景―絵巻『長谷雄草紙』を読む―」

○125
12. 1.11

（2000）

Emilia
エ ミ リ ア・

GADELEVA
ガ デ レ ワ

（日文研中核的研究機関研究員）

「年末・年始の聖なる夜

―西欧と日本の年末・年始の行事の比較的研究」

○126
12. 2. 8 李

LEE

応寿
Eung Soo

（世宗大学校副教授・日文研客員助教授）

「東アジア獅子舞の系譜―五色獅子を中心に―」

127
12. 3.14 Anna

ア ン ナ・

Maria
マ リ ア・

THRÄNHARDT
ト レ ー ン ハ ル ト

（デュッセルドルフ大学教授・日文研客員教授）

「皇室と日本赤十字社の始まり」

○128
12. 4.11 Pekka

ペ ッ カ・

KORHONEN
コ ル ホ ネ ン

（ユワスクラ大学教授・日文研客員助教授）

「アジアの西の境」



○129
12. 5. 9

（2000）
金
KIM

貞禮
Jeong Rye

（国立全南大学校副教授・日文研客員助教授）

「五・七・五、日本と韓国」

○130
12. 6.13

Kenneth
ケ ネ ス

L.
L .

RICHARD
リ チ ャ ー ド

（県立長崎シーボルト大学教授・日文研客員教授）

「出島―長崎―日本―世界 憧憬の旅

サダキチ・ハルトマン（1867―1944）と倉場富三郎（1871―1945）」

131
12. 7.11 Lyudmila

リ ュ ド ミ ラ・

HOLODOVICH
ホ ロ ド ヴ ィ ッ チ

（ソフィア大学助教授・日文研客員助教授）

「お盆と正教の五旬祭―比較的なアプローチ―」

○132
12. 9.12 Mark

マ ー ク・

MELI
メ リ

（日文研外来研究員）

「『物のあはれ』とは何なのか」

133
12.10.10 Richard

リ チ ャ ー ド・

RUBINGER
ル ビ ン ジ ャ ー

（インディアナ大学教授・日文研客員教授）

「読み書きできなかったのは誰か―明治の日本」

○134
12.11.14 辛

SHIN

容泰
Yong-tae

（東国大学校日本学研究所研究員･日文研客員教授）

「日本語の『カゲ（光・蔭）』外―日本文化のルーツを探る―」

135
12.12.12 蔡

CAI

敦達
Dun da

（同済大学日本学研究所助教授・日文研客員助教授）

「中国文人が観た明治日本―旅行記を読む―」

○136
13. 2. 6

（2001）
Bart
バ ル ト・

GAENS
ガ ー ン ズ

（日文研中核的研究機関研究員）

「長者の山―近世的経営の日欧比較―」

137
13. 3. 6 Paul

ポ ー ル・

S.
S .

GRONER
グ ロ ー ナ ー

（ヴァージニア大学教授・日文研客員教授）

「仏教の戒律とは何か？」

○138
13. 4.10 李

L I

卓
Zhuo

（南開大学教授・日文研客員教授）

「中日姓名の比較について―親族の血縁性と社会性―」

○139
13. 5. 8 Ekkehard

エ ッ ケ ハ ル ト・

MAY
マ イ

（フランクフルト大学教授・日文研客員教授）
「西洋における俳句の新しい受容へ」



○140
13. 6.12
（2001）

徐　蘇斌
X U  S u b i n

（日文研外国人研究員）
「中国現代建築の成立基盤―留日建築家・趙冬日と人民大
会堂―」

141
13. 7.10 Henry

ヘ ン リ ー

D.
D .

SMITH
ス ミ ス

, Ⅱ
（コロンビア大学教授　日文研外国人研究員）
「忠臣蔵再考―四十七士の三百年―」

○142
13. 9.18 Jonathan

ジ ョ ナ サ ン

M.
M .

AUGUSTINE
オ ー ガ ス テ ィ ン

（日文研外来研究員）
「聖人伝、高僧伝と社会事業―古代日本、ヨーロッパの高
僧を中心に―」

143
13.10. 9 Alexander

ア レ ク サ ン ダ ー・

VOVIN
ボ ビ ン

（ハワイ大学準教授・日文研客員助教授）
「日韓上代言語域：神と国と人と」

144
13.11.13 官　文娜

GUAN Wen Na

（日文研外国人研究員）
「日本社会における『近親婚』と中国の『同姓不婚』との
比較」

145
13.12.11 Chigusa

チ グ サ

KIMURA
キ ム ラ

-STEVEN
スティ ー ブ ン

（ニュージーランド・カンタベリー大学準教授・日文研外国人研究員）

「大庭みな子『三匹の蟹』：ミニスカート文化の中の女と男」

○146
14. 1.15

（2002）
申　昌浩
SHIN Chang Ho

（日文研中核的研究機関研究員）

「親日仏教と韓国社会」

○147

148

149

14. 2.12

14. 3.12

14. 4. 9

Massimiliano
マ シ ミ リ ア ー ノ

TOMASI
ト マ シ

（ウェスタン ワシントン大学準教授・日文研外国人研究員）

「近代詩における擬声語について」

鄭　惠

（世宗大学校人文科学大学副教授・日文研外国人研究員）

「日韓言語文化の比較―語る文化と語らぬ文化―」

Matthew
マ ッ シ ュ ー

Philip
フィリップ

McKELWAY
マ ッ ケ ル ウ ェ イ

（ニューヨーク大学助教授・日文研外国人研究員）

「初期洛中洛外図の人脈と武家作法―三条本を中心に―」

JEONG Hye Kyeong



○155
14.11. 5 金

KIM

文吉
Moon Gil

（韓国･釜山外国語大学校教授・日文研外国人研究員）

「神代文字と日本キリスト教―国学運動と国字改良」

156
14.12.10 Susan

ス ー ザ ン

L.
L .

BURNS
バ ー ン ズ

（米・シカゴ大学準教授・日文研外国人研究員）

「問題化された身体―明治時代における医学と文化」

○151
14. 6.11 魯

L U

義
Y i

（中国・北京外国問題研究会教授・日文研外国人研究員）

「中日関係と相互理解」

152
14. 7. 9 Alexia

アレクシア

BORO
ボ ロ

（イタリア　カ・フォスカリ大学助手・日文研外国人研究員）

「建物と権力―明治初期の東京の建築について」

○153
14. 9.10 李

YEE

美林
M i l i m

（日文研外国人研究員）

「近世後期『美人風俗図』の絵画的特徴―日韓比較―」

154
14.10. 8 Markus

マ ル ク ス

RÜTTERMANN
リ ュ ッ タ ー マ ン

（日文研外国人研究員）

「伝授から伝統へ―中・近世日本における『啓蒙』の一面について」

○150
14. 5.14

（2002）

李
LEE

光濬
Kwang Joon

（東西心理学研究所所長・日文研外国人研究員）

「禅心理学的生命観」

157

158

15. 1.14

（2003）

15. 2.18

David
デ ビ ッ ト

L.
L .

HOWELL
ハ ウ エ ル

（米・プリンストン大学準教授・日文研外国人研究員）

「天保七年常州那珂湊敵討ち一件 末」

戦
Zhan

暁梅
Xiaomei

（日文研研究機関研究員）

「隠逸山水に秘められた『近代』―富岡鉄斎を読む―」

159
15. 3.11 Richard

リ チ ャ ー ド

H.
H .

OKADA
オ カ ダ

（米・プリンストン大学準教授・日文研外国人研究員）

「『母国語』とは誰の言葉？：言語と国民国家」



○160
15. 4. 8

（2003）

Bill
ビ ル

SEWELL
ス ウ ェ ル

（カナダ・セントメアリー大学助教授・日文研外国人研究員）

「旧満州における戦前日本の町づくり活動」

161
15. 5.20 朴

PARK

銓
Jeon

烈
Yull

（韓国中央大学校教授・日文研外国人研究員）

「神々の使者に扮装する愉しみ―門付け儀礼の演劇性をめぐって―」

162
15. 6.10 林

RHEEM

容澤
YongTack

（韓国・仁荷大学校副教授・日文研外国人研究員）

「詩の翻訳は可能か―金素雲訳『朝鮮詩集』の場合―」

163
15. 7. 8 Boyka

ボ イ カ

Elit
エリト

TSIGOVA
ツ ィ ゴ バ

（ブルガリア・ソフィア大学準教授・日文研外国人研究員）

「ブルガリア人の日本文化観―その理解と日本文芸作品の翻訳をめぐって―」

164
15. 9. 9 Inge

イ ン ゲ

Maria
マ リ ア

DANIELS
ダ ニ エ ル ズ

（ロイヤル・カレッジ・オブ・アート客員講師・日文研外来研究員）

「現代住宅に見られる日本人と『モノ』の関わり方」

○165
15.10.14 王

WANG

成
Cheng

（首都師範大学助教授・日文研外国人研究員）

「阿部知二が描いた“北京”」

○166
15.11.11 陳

CHEN

暉
Hui

（中国社会科学院亜太日本研究所研究員教授・日文研外国人研究員）

「明治教育家 成瀬仁蔵のアジアへの影響－家族改革をめぐって－」

167
15.12. 9 E

エ

v
フ

ge
ゲー

ny
ニー

S.
S .

BA
バ

K
ク

SHE
シ ェ

E
エ

V
フ

（国立ロシア文化研究所研究員・日文研外国人研究員）

「人と神とが出会う場所 沖縄県宮古諸島の聖地・拝所―その構造と形態を中心として―」

168
16. 4.13

（2004）

閔
MIN

周植
Jo o s i k

（韓国・嶺南大学校教授・日文研外国人研究員）

「風流の東アジア―美を生きる技法―」

○169
16. 5.11 Constantine

コ ン ス タ ン テ ィ ン

Nomikos
ノ ミ コ ス

VAPORIS
ヴ ァ ポ リ ス

（米国・メリーランド大学準教授・日文研外国人研究員）

「参勤交代と日本の文化」



○170
16. 6. 8

（2004）

王
WANG

述坤
Shukun

（中国・東南大学教授・日文研外国人研究員）

「近代における日本、中国の文人・作家の自殺」

○171
16. 7.13 Victor

ヴィクター

Victorovich
ヴィクトロヴィッチ

RYBIN
リ ビ ン

（ロシア・サンクトペテルブルグ大学助教授・日文研外国人研究員）

「知られざる歌麿―『百千鳥狂歌合はせ』の詩的、文法的分析」

172
16. 9.14 Scott

スコット

NORTH
ノ ー ス

（大阪大学大学院人間科学研究科助教授）

「セールスマンの死 ： サービス残業・湾岸戦争・過労死」

173
16.10.19 色

S E

音
Yin

（中国社会科学院民族研究所研究員 教授・日文研外国人研究員）

「シャーマニズムから見た〈日本的なるもの〉」

174
16.11. 9 李

LEE

漢
Han

燮
Sop

（韓国 高麗大学校日語日文学科教授・日文研外国人研究員）

「明治期の外国人留学生と文明開化」

175
16.12.14 Alexander

ア レ ク サ ン ダ ー

Marshall
マ ー シ ャ ル

VESEY
ヴ ィ ー シ ー

（米国 ストーンヒル大学助教授・日文研外国人研究員）

「近世村社会における仏教僧侶の村人との仲介役的役割」

176
17. 1.11

（2005）

Roy
ロ イ

Anthony
ア ン ソ ニ ー

STARRS
ス タ ー ズ

（ニュージーランド オタゴ大学シニア・レクチャラー・日文研外国人研究員）

「国家主義者としての三島由紀夫―戦後の原点」

○177
17. 2. 8 Mats

マ ッ ツ

Arne
ア ー ネ

KARLSSON
カ ー ル ソ ン

（ストックホルム大学助教授・日文研外国人研究員）

「僕はこの暗合を無気味に思ひ... 芥川龍之介『歯車』、ストリンドベリ、そして狂気」

○178
17. 3. 8 呉

WU

咏梅
Yongmei

（北京日本学研究センター専任講師・日文研外国人研究員）

「アジアにおけるメディア文化の交通― 中国人大学生が見た日本のテレビドラマをめぐって ―」

○179
17. 4.12 Noel

ノ エ ル

John
ジ ョ ン

PINNINGTON
ピ ニ ン グ ト ン

（アリゾナ大学助教授・日文研外国人研究員）

「中世能楽論における『道』の概念―能役者が歩むべき『道』」



180
17. 5.10

（2005）

池
CHI

明観　　
Myong Kwan　

（日文研外国人研究員）

「韓国現代史と日本について―1973年から1988年まで―」

181
17. 6.14 Ian

イアン

James
ジェームズ

MCMULLEN
マ ク マ レ ン

（オックスフォード大学ペンブロークカレッジ教授・日文研外国人研究員）

「徳川時代の孔子祭」

○182
17. 7.12 鄭　

CHUNG　

在貞　
Jae Jeong　

（ソウル市立大学校教授・日文研外国人研究員）

「韓日につきまとう歴史の影とその克服のための試み」

183
17. 9.20 Augustin

オ ギ ュ ス タ ン

BERQUE
ベ ル ク

（フランス国立社会科学高等研究院教授・日文研外国人研究員）

「日本の住まいにおける風土性と持続性」

184
17.10.11 魯

NO

成煥
Sung Hwan

（蔚山大学校人文大学日本語日本学科教授・日文研究外来研究員）

「韓国から見た日本のお盆」

185
17.11.16 Sergey

セ ル ゲ イ

LAPTEV
ラ プ チ ェ フ

（マクシム・ゴリキー文学学院助教授・日文研外国人研究員）

「考古学と文字－古代日本の漢字文化を中心に」

186
17.12.20 尹

YOON

相仁
Sang In

（漢陽大学校国際文化大学日本言語文化学科教授・日文研外国人研究員）

「〈日流〉の水脈－なぜ韓国の若者は日本の現代小説に惹かれるのか」

187
18. 1.10

（2006）

Andrew
アンドリュー

GERSTLE
ガ ー ス ト ル

（ロンドン大学 SOAS 教授・日文研外国人研究員）

「女形の身体を描く－肉体表現と流光斎－」

188
18. 2.21 William

ウ ィ リ ア ム

Puck
パ ッ ク

BRECHER
ブ レ ッ カ ー

（南カリフォルニア大学助手・日文研外来研究員）

「郊外の隠遁への憧れ－江戸時代の郊外における美学的スペース－」

189
18. 3.14 SALEH

サ ー レ

Adel
アーデル

Amin
ア ミ ン

（カイロ大学文学部日本語学科専任講師・日文研外国人研究員）

「『国語』という神話－日本とエジプトにおける言語の近代化をめぐって－」



○190
18. 4.18

（2006）

金
KIM

容儀
Yongui

（全南大学校人文大学副教授・日文研外国人研究員）

「玄界灘を渡った鬼のイメージ－なぜ韓国のトケビは日本の鬼のイメージで語られるのか－」

191
18. 5.16 崔

CHOI

博光　
Park Kwang

（成均館大学校教授・日文研外国人研究員）

「京都と文化表象－18世紀朝鮮通信使の目から－」

192
18. 6.13 劉

LIU 

春英　
Chun Ying

（東北師範大学助教授・日文研外国人研究員）

「『満州国』時代『新京』に於ける日本人作家」

○193
18. 7.11 周

ZHOU 

維宏　
We i  H o n g

（北京日本学研究センター教授・日文研外国人研究員）

「近代化による農村の変貌とその捉え方について－中日農村を比較して－」

○194
18. 9.19 Dalia SVAMBARYTE

・

（リトアニア ビリニュス大学講師・日文研外国人研究員）

「オセアニアの島々のイメージ形成をめぐって」

○195
18.10.10 Edwina PALMER

エ ド ウ ィ ー ナ 　 　 パ ー マ ー

（カンタベリー大学教授・日文研外国人研究員）

「ニュージーランドの学生が学ぶ「日本」－高等教育の社会科カリキュラムを中心に－」

○196
18.11.14 Josef A. KYBURZ

ヨ セ フ キ ブ ル ツ

（フランス国立科学研究センター教授・日文研外国人研究員）

「お札
ふだ

が語る日本人の神仏信仰」

197
18.12.13 Robert ESKILDSEN

ロ バ ー ト エ ス キ ル ド セ ン

（日文研外国人研究員）

「異国船物語―江戸後期に描かれた船―」

○198
19. 1.16

（2007）

Pullattu Abraham GEORGE
プ ラ ッ ト ア ブ ラ ハ ム ジ ョ ー ジ

（ジャワハルラル ネルー大学日本語学科準教授・日文研外国人研究員）

「日印関係とインドにおける日本研究―宮沢賢治の菜食主義の思想―」

ダ リ ア シ ュ バ ン バ リ ー テ

<

199
19. 2.13

S
スティリアノス

tylianos P
パ パ レ ク サ ン ド ロ プ ロ ス

APALEXANDROPOULOS

（アテネ大学神学部 準教授 日文研 外国人研究員）

「日本仏教論―その思想史的展開をめぐって―」



○200
19. 3.13

（2007）

陸
L U

　留
Li u  D i

弟

（華東師範大学外国語学院日本語学部教授・日文研外国人研究員）

「楽しみの茶と嗜みの茶―中国から見た茶の湯文化―」

○201
19. 4.18

M
モ ハ メ ッ ド

ohammad R
レ ザ

eza S
サ ル カ ー ル

ARKAR A
ア ラ ニ

RANI

（アラメ タバタバイ大学教育学部（イラン）助教授・日文研外国人研究員）

「国境を越えた日本の学校文化」

202
19. 5.16

張
ZHANG

　哲
Zhe

俊
Jun

（北京師範大学文学院比較文学研究所教授・日文研外国人研究員）

「唐代文学における日本のイメージ」

○203
19. 6.13

C
チャ ワ ー リ ン

havalin S
サ ウ ェ ッ タ ナ ン

VETANANT

（チュラーロンコーン大学専任講師・日文研外国人研究員）

「『気』の思想・『こころ』の文化―言語学からみた日本人とタイ人の心のあり方―」

○204
19. 7.25

C
シ ン シ ア

ynthia N
ネ リ

eri Z
ザ ヤ ス

AYAS

（フィリピン国立大学国際研究センター準教授・日文研外国人研究員）

「淡路島における災害と記憶の文化─荒神信仰を中心に─」

205
19. 9.11

T
チ ャ ン

RAN T
テ ィ

hi C
チ ュ ン

hung T
ト ア ン

oan

（ベトナム国立ハノイ国家大学助教授・日文研外国人研究員）

「宮本常一の民俗誌を通して見た日本女性と日本文化理解」

206
19.10.10

P
ペ イ

AI H
ヒ ョ ン

yung I
イル

l

（カリフォルニア大学サンタバーバラ校準教授・日文研外国人研究員）

「朝鮮旅行案内書に見る日本人のロマン」

207
19.11.14

金
KIM

　榮
Young

哲
Cheol

（漢陽大学校日本言語文化学部教授・日文研外国人研究員）

「遊興の『花』としての理想─妓生と遊女─」

○208
19.12.12

王
WANG

　維
Weikun

坤

（西北大学国際文化交流学院教授・副院長・日文研外国人研究員）

「中国出土の文物からみた中日古代文化交流史─和同開珎と井真成墓誌を中心として─」

209
20. 1.16

（2008）

B
ブライアン

rian O
小 野 坂

nozaka R
ル パ ー ト

UPPERT

（イリノイ大学東アジア学科・宗教学科准教授・日文研外国人研究員）

「懺悔・供養・修法 ─前近代日本仏教の心を探る─」



210
20. 2.26

（2008）

M
マ イ ク

ichael S. M
モ ラ ス キ ー

OLASKY

（ミネソタ大学准教授・日文研外国人研究員）

「関西のジャズ喫茶文化」

211
20. 3.18

G
グ ニ ラ

unilla L
リ ン ド バ ー グ

INDBERG-W
ワ ダ

ADA

（ストックホルム大学主任教授・日文研外国人研究員）

「北極から日本へ ─スウェーデン探検隊が見た明治日本─」

○212
20. 4.23

周
ZHOU

　見
Jian

 

（中国社会科学院世界経済政治研究所教授・日文研外国人研究員）

「渋沢栄一と張謇 ―日中近代企業家に関する一つの比較―」

213
20. 5.14

金
KIM

　貞
Jeong Hae

恵

（釜山外国語大学校教授・日文研外国人研究員）

「小説を通してみたグローバル時代の在日コリアン」

214
20. 6.11

F
フレデリック

rédéric G
ジ ラ ー ル

IRARD

（フランス国立極東学院教授・日文研外国人研究員）

「ヨーロッパ人の日本宗教へのアプローチ―エミールギメと日本の僧侶神主との問答―」

○215
20. 7. 9

A
ア レ キ サ ン ダ ー

lexander V
ヴ ォ ヴ ィ ン

OVIN

（ハワイ大学マノア校東洋言語文学部教授・日文研外国人研究員）

「萬葉集に見られる不思議な言葉と上代日本列島に於けるアイヌ語の分布」

○216
20. 9.11

金
KIM

　弼
Pil Dong

東

（世明大学校日本語学科副教授・日文研外国人研究員）

韓国における日本研究が語るもの

217
20.10. 9

王
WANG

　中
Zhong

忱
chen

（清華大学人文社会科学院教授・日文研外国人研究員）

1930年代の『改造』における魯迅の日本越境

○218
20.11.12

J
ジェームズ

ames B
バ ス キ ン ド

ASKIND

（日文研海外研究交流室プロジェクト研究員）

日本における禅浄双修―黄檗宗を中心として

219
20.12.10

N
ノ リ コ

oriko M
マ ナ ベ

ANABE

（ニューヨーク市立大学非常勤講師・日文研外来研究員）

洋楽ジャンルの適応と変遷：童謡、ヒップホップとレゲエの事例研究



○は報告書既刊
　なお、報告書の全文をホームページで見ることが出来ます。

220
21. 1.16

（2009）

郭
GUO

　南
Nanyan

燕

（日文研准教授）

志賀直哉の関西観

221
21. 2.17

胡
HU

　宝
BaoHua

華

（南開大学歴史学院准教授・日文研外国人研究員）

内藤湖南の中国学界に与えた影響
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